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     表 紙 写 真 西表島船浦湾マングローブ林の深みを超える（令和５年度沖縄・西表ＦＷより） 

裏表紙写真 西表島干潮の船浦湾をゆく（令和５年度沖縄・西表ＦＷより） 
     撮 影 者 小林 透（東桜学館教職員） 
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物理系：放射線の測定実験 

３３節節  地地域域のの科科学学技技術術拠拠点点校校ととししててのの対対外外連連携携のの実実践践  

  各各機機関関ととのの連連携携とと課課題題研研究究のの質質向向上上  

ａａ  体体験験型型実実習習講講座座  

（（１１）） 仮仮説説  

理系生徒を対象として、大学での専門的な実験・実習を実施して自然科学の研究方法を学ぶことによ

って、科学への興味・関心をより深めることができる。また、将来の理系の進路の方向性を選択するた

めの適切な材料となりうる。  

（（２２））  実実施施概概要要  

①①  実実施施形形態態：：山形大学の協力のもとに 3講座展開での大学訪問型の講座を実施した。  

②②  場場所所：：山形大学理学部    

③③  参参加加者者：２年次理系生徒全員 
（（３３））  日日  程程  

 １２月６日（水）： 

Aグループ（30名）物理実験  

Cグループ（33名）：化学実験  

Dグループ（12名）：生物実験 

（（４４））  講講師師とと実実施施内内容容  

理学部 門叶冬樹教授：物理系実験「放射線に関する実験・実習」  

  理学部 近藤慎一教授：化学系実験「有機化学合成分野に関する実験・実習」  

理学部 宮沢 豊教授：生物系実験「DNA抽出と PCR法に関する実験・実習」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（５５））  評評価価  

本年度は昨年度同様に山形大学理学部において上記のような形態で実施した。コロナウイルス感染症

の感染拡大にならないように最大限の配慮をして実施した。物理分野は昨年２つの実験実習の形で行っ

たが今年度は 1日を通して１つのテーマで実施した。大学側の温かいご協力によって 12月になんとか実

施できたことは何より幸いであった。実習においては生徒の積極的な態度が随所に見られ、当初の目的

は達成されたと考えられる。 

 
 

生物系：PCR法の実験 化学系：有機化学合成の実験 
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【生徒感想】 
・身の回りにある放射線について、どういう時に出るのか、どこで多く出るのかを実験の中で疑問を持

ちながら取り組み、答えを見つける事が出来た。 

・大学の設備を使って本格的に実験を行ったことで化学への興味が高まり、また、将来大学で実験を行

うことが楽しみになった。 

・PCRを実際に行う前は、教科書などの説明からもっと容易にできるものだと思っていたが、意外と使う

薬品や手順が多いと感じた。PCRに関わらず身の回りのものにもっと目を向けて調べてみたいと思った。 
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4 期待以上の成果がある
3 十分満足できる
2     概ね満足できる
1 努力を要する
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ｂｂ  校校外外発発表表会会へへのの参参加加者者のの増増加加  

（（１１））  仮仮説説  

 自らの研究活動について、研究発表を通して、校外発表会へ参加することにより研究の内容・方法や発

表の仕方等のスキルアップを図ることができる。また、他校の生徒と交流することにより、生徒の科学に

対する知見をより一層深めさせることができる。その機会を増加させることにより、本校の探究活動に対

する関心・意欲並びに活動の質の向上を図ることができる。 
（（２２））  実実施施内内容容  

4/30‐5/7 13th Science Classroom in University-Affiliated School(SCiUS)（高校 3年 2テーマ 4名）参加 

8/9-10 SSH生徒研究発表会(高校 3年 4名、見学 2名)参加 

8/18 21世紀の中高生による国際科学技術フォーラム（SKYSEF）(高校 1年１テーマ 2名) 参加 

・Excellence Award受賞 

7/31-8/4  MONO-COTO INNOVATION 2023大会（中学 3年 1名） ・全国第２位受賞 

8月 エシカル甲子園予選（高校 2年 4名）参加 

8月 やまがたイノベーションプログラム２０２３（中学 3年 2名中学 2年 1名）参加 ・Venture for all賞受賞 

8月 第 73回山形県統計グラフコンクール参加 ・最優秀学校賞 ・山形県統計協会長賞１名 ・入選１名  

・佳作３名受賞  

8月 ジュニアドクター鳥海塾第二段階塾生中間成果発表会（中学 3年 1名）参加 

10/18 山形県立酒田東高等学校 SSH課題研究中間発表会（発表高 2年 2テーマ 7名・見学高１年 6名）参加 

10/18 岩手県立水沢高等学校理数科課題研究発表会参加(発表高校 2年 1テーマ 2名・見学高校１年 3名) 

10/28 東海大学付属高輪台高等学校 SSH成果報告会参加（発表 高校 1年 1テーマ 2名） 

11/4 鶴岡サイエンスパークまつり２０２３（ジュニアドクター鳥海塾生）（中学 3年 1名）・入選 

11/23 東京大学グローバルサイエンスキャンパス四期生・五期生合同成果発表会参加（高校 2年 1名） 

12/16 山形県「探究型学習課題研究発表会」（一般の部:7テーマ、科学専門部の部:１テーマ 17名） 

4テーマ受賞 

・優秀賞 科学専門部の部  ・山形大学小白川キャンパス長賞 文系部門 （社会科学・人文科学・国際部門） 

・優良賞（物理・化学部門）   ・優良賞（生物・地学部門） 

12/16 山形の未来創造高校生アイデアコンテスト（高校 1・2年 6名エントリー中、高校１年１テーマ１名）参加 

12/16・17第６回中高生情報学研究コンテスト 北海道・東北ブロック（中学 3年 1名）参加 

12/17 2023年度全国高校生フォーラム（高校２年１テーマ 2名）参加 

12/23 ユネスコスクール北海道・東北ブロック大会（高校 2年 1テーマ 3名、見学中学 1名）参加 

1/26‐27 東北地区サイエンスコミュニティ研究校発表会（高校 2年 2テーマ 4名）参加 

1/27 兵庫県立豊岡高等学校「豊高アカデミア～探究・課題研究発表会～」（高校 2年 1テーマ 2名）参加 

1/27 ジュニアドクター鳥海塾第二段階成果発表会（中学 3年 1名）参加 

12月 中高生探究コンテスト 2023（中学 3年 2年 エントリー4チーム）参加 

2/4 MY PROJECT AWARD 2021山形県サミット（高校２年 1名） 

2/9 山形県立鶴岡南高等学校課題研究成果発表会参加 (発表高校 2年 8名)参加 

3/12-13 グローバルサミット“be a bridge”（発表高校 2年 6名）参加 

3/7 環境 SDGsアワード 2023（発表高校 2年 3名）参加 

3/25-26 ジュニア農芸化学会 2024（高校 2年 1テーマ 2名）参加 

3/20 2024年日本地理学会春季学術大会 高校生ポスターセッション(高校２年 1テーマ２名)参加 

3/28-29 つくば Science edge2024(高校 2年 3テーマ 8名)参加 

（（３３））  評評価価  

 本年度は新型コロナ感染症の感染状況が落ち着き、様々な発表会が通常通り再開された。これにより何

の制限もなく対面による発表会が開催され、教員・生徒ともに自由な形で参加できた。さらに他校との交

流も参加させることができるようになり、多くの刺激を受けて研究内容の一層の発展に貢献できたと思

われる。また、本年度は本校でも未来創造プロジェクト中間発表会において、他校との交流を目的として

県内の高等学校や SSH 指定校に呼びかけを行って数年ぶりに発表交流の機会を設けた。生徒同士で探究

活動に関する悩み等を自由に話し合い、交流を深めることができた。さらに、昨年度に続き今年度も

START(国際英語プレゼンテーション大会)を実施し、国内外の学校との英語による発表交流の機会を継続

的に設けている。このように、今後も本校主催の発表会だけでなく、数多くの校外主催の各種発表会に参

加生徒を増加させていきたいと考えている。 
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ｃｃ  探探究究部部のの充充実実  

（（１１））  仮仮説説  

 自然科学を中心に高い興味・関心を持ち、科学的思考力に優れ、本校の探究型学習をリードする生徒が

育成される。また、本校部活動の花形となるような部活動として成長することができる。 
（（２２））  実実施施概概要要  

研究テーマがスムーズに先輩から後輩へ引き継がれていくようにするとともに、異学年交流を通じて本校

探究活動の牽引役としての意識を探究部全体で醸成する。また、質の高い研究につながるテーマを設定する

ことができるよう、課題発見能力を育成する。 

（（３３））  実実施施内内容容  

高校においては、外部発表会への参加を目標の１つにしつつも、それを見据えた日常の活動の充実に力を入れ、

1年次から様々な発表会に見学に行き、質疑を通して経験を積んだ。また、校内における個人及びグループでの研

究を、節々で発表し、意見交換をする場を設けている。同年次のみならず、先輩から貴重な助言をもらう良い機

会となった。研究テーマが理系文系を問わず多岐にわたっており、こうした交流を通して、多くの意見を研究の

中に反映させていくことを研究の深化へと繋げたい。 

中学校においては、科学の甲子園ジュニアや創造性の育成塾などに挑戦したり、個々で探究テーマを決めて定

期的にプレゼンテーションを行ったりしてきた。プレゼンテーションでは、質疑応答や先輩からのアドバイスな

どをもとに、次の活動に繋げることができた。また、興味のある分野(物理、化学、生物、地学、情報、数学)の学

習も仲間とともに率先して行うことで、探究活動に役立てることができた。２・３年生が新入生に対して「課題

研究メソッド」を用いて探究活動についてプレゼンテーションを行う活動も継続していきたい。 

（（４４））  評評価価  

【【探探究究部部のの部部員員数数のの推推移移】】  

 過去３年間の部員数は以下のとおりである。過去３年間において今年度は最多の人数である。しかし、

次年度より適用される部活動任意加入制の影響もあってか、中学３年の秋から実施される部活動早期加

入において、新入部員がいなかったことは、大きな課題である。部活動の魅力づくりや各種発表会におけ

る成果を積み重ねるなど探究部に入部することへのメリットを表面化させ、周知できるように努力して

いく必要がある。 

(単位：人) 中中１１  中中２２  中中３３  高高１１  高高２２  高高３３  合合計計  

ＲＲ５５年年度度  ９ ８ ７ ８ ２ ４ ３８ 

ＲＲ４４年年度度  ９ ７ １１ ２ ４ ０ ３３ 

ＲＲ３３年年度度  ９ １０ １０ ４ ０ ０ ３３ 

【【学学会会等等のの各各種種発発表表会会ににおおけけるる成成果果】】  

 高校においては、山形県探究型学習課題研究発表会高文連科学専門部の部物理分野優秀賞を受賞して

いる。さらに、夏に開催された東桜サイエンスラボにおいては、創設後初めて、探究部員が講師となって、

講座内容の企画・実行することができた。外部に向けた活動も増やしていきたい。 

また、中学校においては科学の甲子園ジュニア山形県大会において第２位・第４位を獲得するなど成果

が出ている。 
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ｄｄ  東東桜桜ササイイエエンンススララボボ  

（（１１））  仮仮説説  
 近隣の小・中学生や地域の方々を対象に実験・科学教室を行う。講師は本校の教員で行うが、本年度は
1 つの講座において初めて高校生が講師として指導を行う。また、中学生がティーチングアシスタント
（ＴＡ）としてサポートも行う。生徒が教える側に立つことで自身の科学的知識を再確認するとともに、
伝え表現する技術の習得を目指す。地域の方々を対象に交流することにより、地域の科学技術教育の拠
点校として研究成果の還元・普及を行い、科学に対する面白さを伝えながら科学教育を推進するととも
に、生徒たちが地域の活動に参画する契機とする。 
（（２２））  実実施施概概要要  
①①  日日時時  令和 5年 8月 4日（金）コース 2,4 8月 19日（土）コース 1,3 
     コース１：科学実験Ｑｕｉｚ      コース２：身近なもので発電しよう！   

コース３：化石レプリカを作ろう！    コース４：DNAを見てみよう！  
②②  場場所所  本校（物理地学実験室、化学実験室、生物実験室、中学理科実験室 B）  
③③  参参加加者者  探究部員 中学生 11名、高校生 11名（令和 4年度は中学生 14名、高校生 5名） 
      地域の小学生親子 38組 76名程度（令和 4年度は親子 39組 78名程度） 
（（３３））  実実施施内内容容  
8月 4日（金）の平日に実施し、2コースに分かれてそれぞれ実験・科学教室を行った。2～4の各講座

は、本校教員が講師となり全体指導を行なった。参加者が実際に活動する場面では、中学校探究部員がＴ
Ａとなり、ＴＡ主導による活動もおこなっ
た。ＴＡには、事前に予備実習を行い、参加
者を援助できるように準備させた。都合に
よりコース 1 と 3 は 8 月 19 日に実施した
が、コース 1 については今年度から高校生
が講座の講師として活動し、児童や保護者
に実験内容の説明も行った。 
（（４４））  評評価価  

①①  分分析析 一般参加者の事後アンケート結
果は、右表の通りであった。なお、2020 年
はコロナウイルス感染症の拡大により実施
しなかった。開催案内はホームページによ
る告知のみのため、8割以上の参加者がホー
ムページ閲覧を通して本事業を知ったよう
であり、募集開始から数分で定員に達した
講座もあった。また、昨年度からの継続参加
や口コミとその他（塾からの勧め）もおり、
本事業が地域に根付き、拠点校としての役
割を担ってきていると考えられる。参加者
の満足度が非常に高く、今後の参加希望も
約 9 割ということで、こ
の事業に対する支持が高
いことが分かる。また、感
想にTAへの感謝の言葉や
体験型事業への肯定的意
見も多数あった。 

TA生徒の事後アセスメ
ントの結果は右図の通り
となった。高校生におい
ては前年度よりも、ほぼ
すべての項目において評
価が向上している。また、
「地域への貢献に対する
態度」は、大きな伸びをみ
せており、自分たちで作
り上げた講座が地域貢献
に役立っているという充
実感の表れと推定され
る。下記の感想にもある
ように、人に教えること
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の大変さや楽しさを知り、前向きな姿勢に変化したことが窺える。また、参加者とのコミュニケーション
が楽しかったという感想が多かった。アセスメントでは、中学生の評価が低い傾向があったが、この事業
への参加が初めてという中学生が多かったことから、積極性が低くなった、と考えられる。 
②②  生生徒徒のの感感想想  
・人の前に立って教えるというのは今まで経験が無く自信がなかったが、最大限のことはできた。(高校生) 
・参加者との交流が非常に楽しく、このような企画があるのなら来年度も参加したい。(高校生) 
・実験を通して、自分も色々な知識を身につけることができたので、すごく楽しいイベントでした。(中学生) 
・人にうまく教えられるか不安でしたが、質問などに答えることができたので良かったです。コミュニケー
ション力が向上したと思います。(中学生) 
③③  教教員員にによよるる SSSSHH研研究究開開発発のの仮仮説説ににかかかかわわるるアアセセススメメンントト（（44点点満満点点平平均均値値））  
本事業に直接関わった理科担当者 8名によるアセスメントは下表の通りであった。2023年度は 2022年

度と比較して幾つかの項目で数値が下降しているが、他者理解や課題解決、地域の科学技術拠点校とし
ての取組などは昨年度並みかそれ以上の評価となっている。よって、仮説はあてはまる。昨年度検討した
こと（実施内容や開催機会の複数化など）を考慮し、本年度は生徒自らが企画運営する生徒の関わりを増
やした形態やサイエンスラボの複数回開催が実施できた。 
 

 
コース１ 科学実験Ｑｕｉｚ                              コース２ 身近なもので発電しよう！   

 
 

 

 

 

 

 

コース３ 化石レプリカを作ろう！                         コース４ DNAを見てみよう！ 

中高6年の体

系的な取組

先端科学研究

に触れ、科学

的好奇心の向

上

探究的な学び

の資質・能力

を高める取組

他者を理解し

協働する取組

教科横断的な

取組

キー・コンピテ

ンシーを高める

取組

思考力・判断

力・表現力を

高める取組

課題を解決

し、科学的リテ

ラシーが育つ

取組

科学技術拠点

校としての取

組

小・中・高・大・

企業と連携し

た取組

グローカルな視

点での取組

地域に貢献す

る態度が育つ

取組

2023 3.38 3.25 3.38 3.50 3.13 3.13 3.25 3.50 3.75 3.25 2.50 3.50

2022 3.13 3.50 3.38 3.25 3.25 3.13 3.25 3.13 3.88 3.50 3.13 3.63

2021 3.22 3.22 3.22 3.22 3.00 3.11 3.00 2.82 3.56 3.33 3.11 3.56

2019 3.29 3.86 3.29 3.57 3.14 3.29 3.29 3.29 3.71 3.57 3.29 3.71

− 56 −



ｅｅ  メメデディィアアにによよるる発発信信おおよよびび SSSSHH通通信信、、報報告告書書等等のの発発行行、、成成果果物物のの普普及及  

（（１１））  仮仮説説  

 大学・企業・研究機関や小・中・高校、地域住民の方々に SSH 事業について情報発信を行うことによ

り、地域の科学技術拠点校として研究成果の還元・普及を行うとともに、本校と地域の結びつきを強める

一つの契機とする。その結果、本校 SSH事業に対する期待が高まる。 
（（２２））  実実施施概概要要  

【メディアによる発信】 

 SSH 事業に関する各行事の直前に山形県内の各報道機関にプレスリリースをかけて、取材依頼をする。 

【SSH通信・報告書・探究の指針等の発行】 

 SSH事業の報告とともに今後の計画を周知するために広報誌「SSH通信」を年３回（７月・10月・２月）

発行する。また、１年間の事業の集大成として報告書を作成し、SSH通信とともに近隣の小中高校などに

配布することにより普及させ、学校ホームページにも SSH事業の様子を掲載する。さらに「探究の指針」

という SS総合探究ⅠⅡⅢの活動の流れを示した冊子を作成し、探究活動の円滑化を図る。 

【成果物の普及】 

 「SS 総合探究」などの学校設定科目において、活用している本校独自の教材やアセスメントをまとめ

た「探究の指針」について、学校ホームページ等を通じて広く普及を行う。また、県議会ギャラリーや東

根市公益文化施設まなびあテラス、西川町大井沢自然博物館等での成果物の展示・発表（ポスターや研究

論文集、研究概要集の掲示や口頭発表）を行う。 

（（３３））  実実施施内内容容  

①本校ホームページ(HP)や学校広報誌(PTA 会

報など)による情報の掲載 

②文化祭における SSHブースの設置及び未来 

創造プロジェクトなどの各種発表会の公開 

③SSH通信や成果物、各種事業等についてメ 

ディアを含む幅広い分野への発信 

④本校 SSH事業を紹介する動画の作成と公開 

（成果発表会などの動画作成と公開） 

⑤山形県議会ギャラリーにてポスターと高校 

R4年度 3年次 研究論文集、中学校各学年の 

研究概要集を掲示（６月２１日～７月１０日） 

＊山形県議会広報紙「県議会ナビ」へ掲載 

⑥西川町大井沢自然博物館『高校生と考える 

未来創造プロジェクト』展を実施 

（６月１７日～２５日） 

＊右の広報ポスター参照 

自然博物館に代表生徒のポスターを掲示。限 

定公開 Webサイトに令和４年度成果発表会の 

発表動画（高校２年次代表 3テーマ、中学 3 
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年代表３テーマ）を載せ、地元の小中学校 

の児童・生徒が閲覧。質問や感想に対して 

返答した。また、東京農工大学大学院生か 

ら提案された企画のため、簡単な実施ア 

ンケートにも協力した。 

⑦東根市公益文化施設まなびあテラスに 

て、未来創造プロジェクト成果物展覧会・ 

発表会を実施。（7月２６日～８月１日） 

＊右の広報ポスター参照 

ポスター展示と口頭発表(7/29のみ実施) 

を行った。この様子は東根市報への掲載 

された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（４４））  評評価価  

【本校 HPのアクセス数】 

 令和３～５年の本校 HPのアクセス数については下記のとおりで、前年度比で各項目が減少した。しか

し、HPは情報の発信・普及の有効な手段であるため、今後も積極的な HPの活用を行っていきたい。 

 ユーザー数 セッション数 ページビュー数 

R3 80,249 175,591 610,385 

R4 84,391 191,211 602,318 

R5 77,930 182,420 ５７3,362 

【本校主催発表会における校外からの参加者数】 
 今年度の本校主催発表会は、７月に行われた「START2023：国際英語プレゼンテーション大会」および

10月に行われた「未来創造プロジェクト中間発表会」、２月に行われた「未来創造プロジェクト成果発表

会」である。前述の３つの行事における参加者数は下記の表のとおりである。 

(単位：人) START(英語プレゼン大会) 中間発表会 成果発表会 計 

Ｒ４年度 ６９ ７３ ３２ １７４ 

R５年度 １０８ １０１ ３１ ２４０ 

※参加者数は校外から参加した来賓、生徒と教員等の合計とし、アドバイザーと審査員は除く。 

 
 

４４節節  科科学学技技術術人人材材育育成成にに関関すするる取取組組  

ａａ  傑傑出出ししたた科科学学技技術術人人材材のの育育成成  

  １１  中中学学生生のの活活動動  

（（１１））  仮仮説説  

  校外のコンテストや発表会に参加することにより、他の参加者の研究内容を知ることで、今後のさら

なる探究力の深まりに繋げ、活動への意欲の向上を図ることができる。 

 
（（２２））  実実施施概概要要・・内内容容 
①①MMOONNOOCCOOTTOO  IINNNNOOVVAATTIIOONN220022３３  （主催：（株）CUORIOSCHOOL） エントリー３名、内１名参加 

７月３１日（月）～８月４日（金）４泊５日プログラム（東京都）  

   ◆全国第２位 テーマ「駅での心地よい体験のデザイン」（４名１チーム 本校生徒１名） 

②②ややままががたたイイノノベベーーシショョンンププロロググララムム２２００２２３３  （主催：yamagata yori-I project） ３名参加  

８月エントリー１０月講義・チーム個別相談・宿泊合宿（１０月２８日～２９日）ビジネスプランコンテスト（山形市）                           

◆Venture for all賞 

③③第第 77３３回回山山形形県県統統計計ググララフフココンンククーールル（主催:山形県統計協会）１３７名参加 ８月 

◆最優秀学校賞 

◆山形県統計協会長賞１名、入選１名、佳作３名受賞   

④④第第 11１１回回算算数数・・数数学学のの自自由由研研究究作作品品ココンンククーールル（主催：（財）理数教育研究所）２８名参加 ８月 

⑤⑤ジジュュニニアアドドククタターー鳥鳥海海塾塾（主催：東北公益文化大学 公益ジュニアドクターセンター） １名継続参加 

・ジュニアドクター鳥海塾第二段階塾生中間成果発表会 ８月 

・鶴岡サイエンスパークまつり２０２３ 参加発表 １１月 

・ジュニアドクター鳥海塾第二段階成果発表会 １月 

⑥⑥第第６６回回中中高高生生情情報報学学研研究究ココンンテテスストト  北北海海道道・・東東北北ブブロロッックク（一般社団法人情報処理学会） １２月  

◆◆入選 （ジュニアドクター鳥海塾生） 

⑦⑦ユユネネススココススククーールル北北海海道道・・東東北北ブブロロッックク大大会会  １２月  １名参観参加 

⑧⑧東東大大メメタタ工工××中中高高生生  山山形形冬冬ままつつりり（主催：東京大学 メタバース工学部） １２月  ４０人参加 

⑨⑨中中高高生生探探究究ココンンテテスストト 22002233 （主催：株式会社 CUORIOSCHOOL） エントリー４チーム 

⑩⑩東東京京大大学学教教養養学学部部「「高高校校生生とと大大学学生生ととののたためめのの金金曜曜講講特特別別講講座座」」（主催:東京大学・オンライン配信） 

                       延べ７７名参加・前期４～７月、後期１０月～２月 

 ⑪⑪山山形形大大学学理理学学部部「「ササイイエエンンススセセミミナナーー」」（主催:山形大学理学部・オンエマンド配信） 

                                 延べ４名参加 １１月～1月 

 ⑫⑫令令和和５５年年算算数数・・数数学学わわくくわわくくセセミミナナーー～～オオンンラライインン算算数数ククリリニニッックク～～（主催：東根市教育委員会） 

・サイエンスナビゲーター 桜井 進氏  ２年生９９名参加 １月 

⑬⑬ヤヤママガガタタスステテムムアアカカデデミミーー（主催：山形大学地域共創 STEAM教育センター）２名参加（小５、中１から継続） 

⑭⑭ビビジジネネススププラランンココンンテテスストト（主催：コワーキングスペース C＆Cひがしね）２名参加 ２月 

◆特別賞 

 

（（３３））  探探究究部部のの活活動動  

①①科科学学のの甲甲子子園園ジジュュニニアア全全国国大大会会山山形形県県２２次次予予選選大大会会（国立研究開発法人科学技術振興機構 次世代

人材育成事業） 

 ◆県２位 ４位入賞  ２チーム参加 ９月 

 

（（４４））  評評価価  

 各種コンテスト等の情報を日常的に生徒がキャッチできる環境を整えることで、自らチャレンジしよ

うという意欲に繋げることができた。また、仲間の意欲的な様子から周囲の生徒が刺激を受け、新たに自

分自身も取り組もうとする姿があり、相互に高め合う関係を育成することができた。 
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４４節節  科科学学技技術術人人材材育育成成にに関関すするる取取組組  

ａａ  傑傑出出ししたた科科学学技技術術人人材材のの育育成成  

  １１  中中学学生生のの活活動動  

（（１１））  仮仮説説  

  校外のコンテストや発表会に参加することにより、他の参加者の研究内容を知ることで、今後のさら

なる探究力の深まりに繋げ、活動への意欲の向上を図ることができる。 

 
（（２２））  実実施施概概要要・・内内容容 
①①MMOONNOOCCOOTTOO  IINNNNOOVVAATTIIOONN220022３３  （主催：（株）CUORIOSCHOOL） エントリー３名、内１名参加 

７月３１日（月）～８月４日（金）４泊５日プログラム（東京都）  

   ◆全国第２位 テーマ「駅での心地よい体験のデザイン」（４名１チーム 本校生徒１名） 

②②ややままががたたイイノノベベーーシショョンンププロロググララムム２２００２２３３  （主催：yamagata yori-I project） ３名参加  

８月エントリー１０月講義・チーム個別相談・宿泊合宿（１０月２８日～２９日）ビジネスプランコンテスト（山形市）                           

◆Venture for all賞 

③③第第 77３３回回山山形形県県統統計計ググララフフココンンククーールル（主催:山形県統計協会）１３７名参加 ８月 

◆最優秀学校賞 

◆山形県統計協会長賞１名、入選１名、佳作３名受賞   

④④第第 11１１回回算算数数・・数数学学のの自自由由研研究究作作品品ココンンククーールル（主催：（財）理数教育研究所）２８名参加 ８月 

⑤⑤ジジュュニニアアドドククタターー鳥鳥海海塾塾（主催：東北公益文化大学 公益ジュニアドクターセンター） １名継続参加 

・ジュニアドクター鳥海塾第二段階塾生中間成果発表会 ８月 

・鶴岡サイエンスパークまつり２０２３ 参加発表 １１月 

・ジュニアドクター鳥海塾第二段階成果発表会 １月 

⑥⑥第第６６回回中中高高生生情情報報学学研研究究ココンンテテスストト  北北海海道道・・東東北北ブブロロッックク（一般社団法人情報処理学会） １２月  

◆◆入選 （ジュニアドクター鳥海塾生） 

⑦⑦ユユネネススココススククーールル北北海海道道・・東東北北ブブロロッックク大大会会  １２月  １名参観参加 

⑧⑧東東大大メメタタ工工××中中高高生生  山山形形冬冬ままつつりり（主催：東京大学 メタバース工学部） １２月  ４０人参加 

⑨⑨中中高高生生探探究究ココンンテテスストト 22002233 （主催：株式会社 CUORIOSCHOOL） エントリー４チーム 

⑩⑩東東京京大大学学教教養養学学部部「「高高校校生生とと大大学学生生ととののたためめのの金金曜曜講講特特別別講講座座」」（主催:東京大学・オンライン配信） 

                       延べ７７名参加・前期４～７月、後期１０月～２月 

 ⑪⑪山山形形大大学学理理学学部部「「ササイイエエンンススセセミミナナーー」」（主催:山形大学理学部・オンエマンド配信） 

                                 延べ４名参加 １１月～1月 

 ⑫⑫令令和和５５年年算算数数・・数数学学わわくくわわくくセセミミナナーー～～オオンンラライインン算算数数ククリリニニッックク～～（主催：東根市教育委員会） 

・サイエンスナビゲーター 桜井 進氏  ２年生９９名参加 １月 

⑬⑬ヤヤママガガタタスステテムムアアカカデデミミーー（主催：山形大学地域共創 STEAM教育センター）２名参加（小５、中１から継続） 

⑭⑭ビビジジネネススププラランンココンンテテスストト（主催：コワーキングスペース C＆Cひがしね）２名参加 ２月 

◆特別賞 

 

（（３３））  探探究究部部のの活活動動  

①①科科学学のの甲甲子子園園ジジュュニニアア全全国国大大会会山山形形県県２２次次予予選選大大会会（国立研究開発法人科学技術振興機構 次世代

人材育成事業） 

 ◆県２位 ４位入賞  ２チーム参加 ９月 

 

（（４４））  評評価価  

 各種コンテスト等の情報を日常的に生徒がキャッチできる環境を整えることで、自らチャレンジしよ

うという意欲に繋げることができた。また、仲間の意欲的な様子から周囲の生徒が刺激を受け、新たに自

分自身も取り組もうとする姿があり、相互に高め合う関係を育成することができた。 
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２２  SSSSHH生生徒徒研研究究発発表表会会  

（（１１））  仮仮説説  

 研究発表を通して、自らの研究活動について、研究の内容・方法や発表の仕方等のスキルアップを図る

ことができる。また、全国 SSH校の生徒と交流することを通して、自分の研究内容とは別の領域や分野の

研究手法や内容に触れ、生徒の科学に対する知見をより一層深めさせることができる。 
（（２２））  実実施施概概要要  

①①  日日時時  令和 5年 8月 9日（水）および 8月 10日（木）  

②②  場場所所  神戸国際展示場  

③③  参参加加者者  高校 3年生 4名、高校 1年次生 2名、 

引率教員 2名  

（（３３））  実実施施内内容容  

8月 9日（水）9:15-12:00   ポスター発表 

13:00-16:00  ポスター発表 

16:30-17:15  全体会 

(分野別講評、代表校選抜) 

8月 4日（木）9:00-11:45 代表校による全体発表 

12:45-14:00ポスター発表 

14:30-15:30全体会(表彰、全体講評) 

（（４４））  評評価価  

 今年度は新型コロナウイルス対策が多少緩和され、参加生徒の保

護者の入場もある中で、国内約 220校が一堂に会した発表会となっ

た。本校からは、『伸縮する折り紙構造』について研究していたグ

ループが参加した。生徒たちは、校内での発表のみならず、東北地

区サイエンスコミュニティ研究校発表会や他県の SSH 校における

成果発表会などで経験を積み、その都度助言をいただいた。また、本校と連携協定を結んでいる山形大学

理学部の栗山恭直教授の協力もいただき、研究を深めた。当日は、多くの参加者の方から様々なアドバイ

スや講評をいただいた。また、参加生徒は、他校の生徒の発表を拝聴する際も、発表者の説明に聞き入り、

積極的に質疑を交わしていた。最後には、質疑で物足りず持論をぶつけて熱く議論する生徒もいた。やは

り発表会は、オンラインなどではなく、対面で直接コミュニケーションを図るところに醍醐味があると

実感する 2日間となった。 

  

３３  科科学学のの甲甲子子園園山山形形県県大大会会  

（（１１））  仮仮説説  

実技種目を伴う探究的・課題解決的な競技を通して、科学に対する意欲を高め、科学的な思考力や表現

力を養うことができる。また、チームで取り組むことで、協働で探究する力を高めることができる。 
（（２２））  実実施施概概要要  

①①  日日時時  筆記競技:令和 5年 10月 23日(月)、実技競技:令和 5年 10月 29日(日)  

②②  場場所所  筆記競技:本校生物実験室、実技競技:山形県教育センター 
③③  参参加加者者  県内 15校 15チーム  

（（３３））  実実施施内内容容  

①①  本本校校参参加加チチーームム  高校２年生徒７名（探究部１名、他校内参加希望者７名） 

②②  競競技技内内容容  

・筆記競技：物理、化学、生物、地学、数学、情報分野について、知識を問う問題及び知識の活用

について問う問題を競い合った。６名のメンバーが、問題を分担・相談しながら協働で解答した。 

・実技競技(総合系)：10月上旬に競技内容が公開された。競技内容としては、発射装置を作成

し、製作した発射装置で発射エリアから自作した発射物を発射して規定の容器内にその発

射物を入れて、得点を競うものであった。また、課題の規定に沿っていれば、発射装置の形

状は問わず、様々な形状の発丘射装置を考案できる課題であった。放課後の時間を利用し、

実験を繰り返し、戦略を立て、当日を迎えた。当日は４人のメンバーで競技に参加した。 
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（（４４））  評評価価  

大会成績は 123点(360点満点)で 4位となった。昨年度の 7位(17校 17チーム参加)を大きく超えるこ
とはできたが、あと一歩のところで惜しくも上位入賞は叶わなかった。筆記競技で本校は68点を獲得し、
平均点(54.8点)を 10点以上上回った。実技競技では、発射装置を工夫し段ボールを用いてレールを作成
して発射物を規定の容器内に入れようとしたが、レール材料の段ボールが不足して、さらにその強度も

不足してしまい、安定した得点に結びつけることができず、得点は 180点中 55点という結果であった。
今年度は事前公開から競技本番までの時間はあったのだが、参加希望の生徒たちが多忙で自分の部活動

との時間的な両立に苦慮し、試作の準備に取り掛かることができたのは実質数日のみであった。本大会

では、筆記試験においては日頃の学習の成果からある程度の得点率を挙げることがでるようになってい

るため、この実技競技の事前試作をよく検討し時間をかけて実施できるかが今後の課題である。本大会

の上位入賞ならびに優勝を目指して、これからも努力をしていきたい。 
 

４４  山山形形県県探探究究型型学学習習課課題題研研究究発発表表会会  

（（１１））  仮仮説説  

 研究発表を通して、自らの研究活動について、研究の内容・方法や発表の仕方等のスキルアップを図る

ことができる。また、県内の高校生と交流することを通して、新たな考え方や世界観に触れ、科学的好奇

心を喚起し、生徒の探究意識を高めさせることができる。 
（（２２））  実実施施概概要要  

①①  日日時時  令和 5年 12月 16日(土) 9:00～13：10  

②②  場場所所  山形国際交流プラザ ビッグウイング  

③③  参参加加者者  高校２年 19名(８グループ)、引率：3名  

（（３３））  実実施施内内容容  

番号   テーマ 領域 人数 
１ 高文連科学

専門部の部 
身近な熱を直接電気に。 ～夢の発電の実現を目指して～ 物理 １名 

２ 

一般 
の部 

ダイコンの皮から CNF を取り出し、ポリ袋の代替品を作成す

る 

物理化学 ３名 

３ 美しき黒板ー斜め４５度の法則は正しいのかー 物理化学 ２名 

４ セイタカアワダチソウの持つ毒性について 生物地学 １名 

５ そのハンカチ、本当にきれいなの？ 生物地学 １名 

６ 語彙習得における画像記憶の効果 社会人文 ４名 

７ 旅行者にも働く人にも愛される観光地を目指して  

〜COMTOLプロジェクト in蔵王〜 

地域課題 ３名 

８ パッケージの工夫による売上の増加 地域課題 ４名 

（（４４））  評評価価  

 発表した８グループのうち、４グループが受賞する結果となった。特に、高文連科学専門部の部におけ

る受賞は、昨年度に引き続き２年連続であり、さらに県 2位に相当する優秀賞を受賞し、来年度、岐阜県
で行われる全国高校総合文化祭科学専門部門への出場が決まった。また、一般の部の 1 つのグループが
県 2位に相当する山形大学小白川キャンパス長賞(文系部門)を受賞することができ、一般の部の物理・化
学部門と生物・地学部門の 2つのグループが優良賞を受賞することもできた。 
本校における未来創造プロジェクトにおける探究的な学びにおいて毎年成長を遂げており、確実に成

果として表れてきていると考えられる。 
 また、発表した生徒の感想からは、この発表会に出場したことによって新たな視点で自分の研究に向

かうことができ、これから成すべきことの方向性が確認できたという感想もあり、今後の探究活動への

モチベーションを高めているようであった。 
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【【受受賞賞結結果果】】 
〇優秀賞 科学専門部の部 物理分野 「身近な熱を直接電気に。 ～夢の発電の実現を目指して～」 
〇山形大学小白川キャンパス長賞 文系部門 （社会科学・人文科学・国際部門） 一般の部  
「語彙習得における画像記憶の効果」 
〇優良賞（物理・化学部門） 一般の部 「ダイコンの皮から CNFを取り出し、ポリ袋の代替品を作成
する」 
〇優良賞（生物・地学部門） 一般の部 「そのハンカチ、本当にきれいなの？」 
 
         発表の様子 その１             発表の様子 その２ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
「身近な熱を直接電気に。～夢の発電の実現を目指して～」           「語彙習得における画像記憶の効果」 

 
 

５５  東東北北地地区区ササイイエエンンススココミミュュニニテティィ研研究究校校発発表表会会（（東東北北地地区区 SSSSHH指指定定校校課課題題研研究究発発表表会会））  

（（１１））  仮仮説説  

 研究発表を通して、自らの研究活動について、研究の内容・

方法や発表の仕方等のスキルアップを図ることができる。ま

た、東北の SSH指定校の生徒と交流することを通して、新たな

考え方や世界観に触れ、科学的好奇心を喚起し、生徒の探究意

識を高めさせることができる。 
（（２２））  実実施施概概要要  

①①  日日時時  令和 6年１月 26日(金)、27日(土)  

②②  場場所所    秋田県秋田市 にぎわい交流館 AU（あう）  

③③  参参加加者者  高校２年４名(２グループ)    

（（３３））  実実施施内内容容  

  26 日は「セイタカアワダチソウの持つ毒性について」のテ

ーマで研究しているグループがパワーポイントを用いたプレ

ゼンテーションを行い、口頭発表を行った(発表７分、講評・

質疑応答５分)。27日は「身近な熱を直接電気に。 ～夢の発

電の実現を目指して～」のテーマで研究しているグループがポ

スターセッションに参加した。 

（（４４））  評評価価  

東北地区の SSH指定校において理数系の課題研究に取り組ん

でいる高校生が研究成果を発表し、発表者との対話を通じて相

互交流を行うことで切磋琢磨し、今後の活動の活性化につなげ

ることができた。参加した生徒たちは、参加校の質の高い研究

に刺激を受けるとともに、自らの研究についても発表でき、大

変有意義な経験となった。また、助言者の大学の先生からの質

問にも、知識に基づいた自分たちの考えで自信をもって受け答えをしており、今後の研究へのモチベーシ

ョン向上によいきっかけとなった。 

ポスター発表の様子 

口頭発表の様子 
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ｂｂ  東東京京大大学学「「高高校校生生ののたためめのの金金曜曜特特別別講講座座」」へへのの参参加加  

（（１１））  仮仮説説  

 東京大学と連携し、様々な分野で活躍する先生方の講演を聞き、またインターネットを利用して直接

質疑応答を行うことにより、生徒の科学的好奇心を喚起し、「高い志」を育成することができる。 
（（２２））  実実施施内内容容  

 東京大学が主催する「高校生のための金曜特別講座」をインターネット配信(17:30～)により受講した。 

１ 4月 14日「敵か味方か? 植物の病原菌にも共生菌にもなる微生物」晝間 敬 (教養学部准教授) 

  高校 1年次 25名、高校 2年次１名 

２ 4月 28日「生命を支える手術ロボットシステム」小林 英津子 (工学部教授) 

中学生 14名，高校 1年次 75名，高校 2年次１名 

３ 5月 12日「『不思議』なる災害認識─鴨長明『方丈記』を読む─」木下 華子(文学部准教授) 

  中学 1年生 3名，2年生 3名，高校 1年次 44名 

４ 5月 26日「深層学習の原理に迫る ─数学の挑戦─」今泉 允聡 (教養学部准教授) 

  中学 1年生 7名，2年生 3名，3年生 1名，高校 1年次 23名 

５ 6 月 16 日「小さな RNA は今日も奮闘中：同一ゲノムから細胞多様性を導くための戦略とは」 塩見 

美喜子 (理学部教授)、中学 1年生 4名，2年生 1名，3年生 1名，高校 1年次 29名 

６ 7月 7日「機械に人間らしく言葉を使わせるためには？」大関洋平 (教養学部講師） 

  中学生 10名，高校 1年次 72名 

７ 10月 6日「フランス美術を通して知る西洋の文化・歴史・思想」松井裕美 (教養学部准教授） 

中学 2年生 2名，3年生 2名，高校 1年次 75名 

８ 10月 20日「折る・詰む・編む：かたちがつなぐ STEAM協働」舘 知宏 (教養学部教授） 

中学 1年生から 3年生がそれぞれ１名ずつ，高校 1年次 8名 

９ 10月 27日「多角的に史実を見る：北アフリカ植民地史研究の現場から」渡邊祥子 (東洋文化研究所

准教授）、中学 1年生 2名，高校 1年次 28名 

10 11月 10 日「星の爆発で宇宙の膨張を測る」土居 守(大学院理学系研究科附属天文学教育研究セン

ター教授）、中学 1年生 4名，2年生 3名，3年生 2名，高校 1年次 59名 

11  12月 1日「次世代航空宇宙モビリティのための新しい流体科学の創出を目指して」都築怜理（先端

科学技術研究センター講師）、中学 1年生が 2名，2年生が 1名，，高校 1年次 13名，2年次 1名 

12  2月 2日「光と電子の顕微鏡：速くて小さいモノをどうやってみるか？」石坂香（工学部物理工学

科教授）、中学 1年生が 5名，2年生が 1名，高校 1年次 23名 

13  2月 9日「トップアスリートの食事の秘密」寺田新（教養学部 統合自然科学科教授）、中学 1年生

が 2名，2年生が 1名，3年生が 2名，高校 1年次 44名 

 

（（３３））  評評価価  

 例年通り、高 1生には前期と後期で各 1回の受講を義務付けているが、昨年度は 15回開催し、高校生
の参加は高校生 418名、中学生 164名であったのに対し、今年度は 13回の開催で中学生 78名、高校生
が 521 名参加しており、高校１年次生が複数回参加する傾向があった。一方で、中学生は少人数の生徒
が繰り返し参加し、高校 2年次生は非常に少ない参加となった。 
興味のある分野の講座の有無、部活動との関係など、参加するための条件が異なるので、参加人数の増

減で仮説に対する結論を出すことはできないが、視聴後に提出する講義のまとめと感想を見ると、生徒

の科学的好奇心は高まったことが窺える。義務付けられた回数を超えて参加していることを鑑みても、

高校 1年次生がこの講座を受講する意義は大きいと思われる。 
また、今年度は学年の担当者が大講義室に足を運んで様子を窺ってくれることもあった。学年団の先生

も来る、ということがより講座に参加しやすい環境にもなる。また興味を喚起する宣伝、学年団の協力

（せめて 1 回は自身の教科に関するものは、最初の方だけでも顔を出すなど）について、改善の可能性
を模索したい。 
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４４章章  実実施施のの効効果果ととそそのの評評価価  

 ルーブリック表（７章関係資料５）によ

り本校生徒および教職員を対象としたア

セスメント評価を実施した。評価について

は、無記名で実施し、高校１年生 168名、

高校２年生 172名、高校３年生 176名、教

職員 34 名の回答をもとに実施の効果とそ

の評価を考察する。また、継続的に実施し

ている保護者対象の学校評価アンケート

において SSH事業の効果を調査した。 

１１節節 SSSSHH事事業業ににかかかかわわるるアアセセススメメンントト  

のの結結果果  

（（１１）） 全全体体分分析析（（ググララフフ１１及及びび  

ググララフフ２２よよりり））  

まずは、昨年度の調査において生徒と教

員間の評価平均値での評価差が顕著であ

った「探究する力」(項目①課題設定、②情

報収集、③整理・分析、④まとめ・表現)の

項目について考察していく。昨年度の報告

書で特に顕著な差がみられていたのは「整

理・分析する力(項目③)」であった。この

傾向は今年度の調査でも変化せず、大きな

差がみられた。探究活動を実施して数年経

過しているが、探究的な学習の中で、調査・

実験によって得られた情報や根拠を適切

に整理・分析し、それを基に論理的に説明

する力を教員が生徒に対して不足してい

ると感じている。そして、生徒を厳しい目

で見ており、確実に成長させたいという姿

勢で指導を実施している様子が随所で見

られている。この姿勢の向上も SSH事業の

効果の表れであると推察される。 

つづいて、生徒と教員のアセスメントに

おける評価平均値について、2022 年と

2023 年の生徒アセスメントでの各項目で

は大きな数値の差は見られなかった。しか

し、2022年と 2023年の教員アセスメント

では、大きな数値の差が見られた項目があ

った。この項目は「他者を理解し協働する

力」(項目⑦他者理解、⑧協働する力)に関

平均値 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
生徒 3.16 3.33 3.22 3.10 3.09 3.04 3.47 3.53 3.11 3.02 3.02 3.16

教員 2.88 3.18 2.82 3.18 2.76 2.82 3.38 3.44 2.91 2.94 2.82 3.06
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わる項目であり、これらについて考察していく(昨年度生徒平均⑦3.34⑧3.45、教員平均⑦3.11⑧3.11)。

今年度の調査については、生徒平均⑦3.47⑧3.53、教員平均⑦3.38⑧3.44となり生徒については⑦⑧共

に評価が微増しているが、教員については両項目共に大きく上昇した。これは各班での探究活動が役割

分担を明確にして活動しており、常に協働的に実験や調査をしている姿勢の評価と考えられる。 

高校１年生は「山形を学ぶ活動」により県内で活躍しているグローバル人材による講演会などを行っ

た。このことで地元に密着した世界的な企業が山形に存在することがわかり、地元への関心が高まった

と思われる。また、高校２年生は探究活動「SS総合探究Ⅱ」で、各種実験やアンケート調査など今まで

以上の頻度で活動し一定程度以上の研究内容を維持しており、研究の質や発表スキルの向上も見られた。

今後は、新たに改訂した探究の視点を有効活用した地域に根差した課題テーマの設定や各課題に取り組

むことも推奨したい。 

グラフ２より、生徒の傾向について学年の進行に伴って、ほぼすべての項目（①～⑫）の評価が上昇

している。この傾向は昨年度も見られていたが、本年度についてより強くこの傾向が見られた。これは、

各先生方の指導による効果と SSH 事業に関する生徒たちの経験を高められた賜物であると考えられる。

今後も評価項目にある力や態度の向上を目指して粘り強く指導していく必要を感じている。 

 

（（２２））過過年年度度分分析析（（ググララフフ３３よよりり））  

令和３(2021)年度より、１つの学年

のうち約半数の生徒たちが中高６年

間を通して SSH事業を経験してきた。

そこで、過年度分析として令和４

(2022)年度及び令和５(2023)年度の

高校３年生のアセスメント調査の結

果について、評価段階４「じゅうぶん

身に付いている」の評価に注目し、年

度別の集計結果に見られる傾向につ

いて考察したい。 

多くの評価項目においては、令和４

年度と比較して向上している。ここで

特筆すべき点としては、前年度と比較

して項目⑧「協働する力」が＋39ポイ

ント(30％→69％)、項目⑦「他者・理

解」が＋29ポイント(26％→65％)、項

目②「情報収集」が＋25 ポイント

(32％→57％)で大幅に向上したことである。全体での傾向でも見られたが、「未来創造プロジェクト」や

SS科目などを通じて、グループ活動により他人を理解し協働的な活動を継続的行ってきたこと、先行研

究を調査し自分たちの研究にオリジナリティを含ませる指導に取り組んできた結果と思われる。 

また、前年度比較では、ほぼ同数または低下している項目もあった。特に大きく低下している⑤「疑

問・考察・解決」もあったが、生徒に身につけさせたいこれらの力や態度の向上に向けて各事業の実施

内容の検討を考える必要があると思われる。 
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２２節節  学学校校評評価価アアンンケケーートトのの結結果果 
 SSH事業の効果が保護者に受けい

れられているかを確認するために

学校評価アンケートを年１回以上

実施している。その集計結果をグラ

フ３に示す。なお、学校評価アンケ

ートにおける SSH に関する評価項

目は次の２点である。 

評価項目①「SSHの取り組みは本

校の特色ある教育活動として成果

をあげている。」 

評価項目②「SSHの取り組みは生

徒の探究活動に対する意欲や能力

の向上に役立っている。」 

 今年度はあらゆる SSH 事業にお

いて対面による活動が再開したこ

ともあり、両項目において約 8割の

保護者より肯定的な評価をいただ

いている。上記の評価項目①②で昨年度よりも若干評価としては低下しているが、多くの保護者が SSH

事業の効果と成果を認識してくださっていると思われる。これらのことから、今後も SSHにおける各事

業への理解や協力が得られるものと期待できる。また、成果の発信・普及を各種公共施設での発表や学

校ホームページ、SSH通信等を用いて行い、その有用性も十分に認識されているものと捉えている。 

３３節節  生生徒徒のの卒卒業業後後のの状状況況  

（（１１））進進路路状状況況（（理理工工系系進進学学数数のの推推移移））  

令和４年度の卒業生 171 人のうち、４年制大学進学者数は 132 人であり、そのうち 53 人(40.2％)が

理系の大学（学部）に進学している。令和３年度卒業生より併設中学校における中高一貫教育が施され

ている生徒（一貫生）と高校受験をして入学している生徒（高入生）が混在している。一貫生は中高６

年間のうち５年間は SSHの恩恵を受けており理系大学（学部）進学の生徒は前年度比で 1名増加してい

るが、卒業生全体に占める理系大学（学部）進学率は 40.2％と大きく低下した。これは、理系希望者の

大学入学共通テストの理科について難易度が大きく上昇し、理系大学合格者数が少なくなったことが原

因と考えられる。だだし、前年度卒業生と同様に、医学部医学科への進学数は維持している。 

《本校の卒業生における理系４年制大学（学部）への進学状況》 

 
卒業 

生数 

４年制大学進学数(単位：人) 理系大学(学部)進学数(単位：人) 理系大学(学部)進学率(単位：％) 

国公立 私 立 計 国公立 私 立 計 国公立 私 立 計 

 平成 28 年度 168 32 76 108 17 20 37 53.1 26.3 34.3 

第 

Ⅰ 

期 

平成 29 年度 197 50 86 136 26 21 47 52.0 24.4 34.6 

平成 30 年度 192 39 72 111 14 22 36 35.9 30.6 32.4 

令和元年度 192 62 69 131 25 14 39 40.3 20.3 29.8 

令和 2 年度 177 46 77 123 28 17 45 60.9 22.1 36.6 

令和 3 年度 157 70 44 114 37 15 52 52.9 34.1 45.6 

第Ⅱ期 令和 4 年度 171 72 60 132 33 20 53 45.8 33.3 40.2 
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（（２２））卒卒業業生生追追跡跡調調査査結結果果  

本校では、卒業後 5 年及び 10 年経過の卒業生に対して追跡調査を実施し、調査には同窓会の協力を

仰ぎ、同窓会報にアンケート用紙を同封する形で送付した。今年度は卒業後 5年経過後の平成 30年 3月

卒業生 197名(SSHⅠ期 1年目の高校 3年次生)にアンケートを送付し、うち 20名より回答があった(回

答率 10%)。また、5年後、10年後の調査ではその間に母校への関心も途切れてしまうため、調査は卒業

後すぐ始めた方がよいという JST 主任専門員からの助言をふま

え、急遽 JSTの卒業生対象 SSH意識調査の同意を得ていた令和 5

年 3月卒業生 44名に、本校追跡調査案内も同封する形で送付し、

6 名からのみの回答があった。回答者の現況は右表の通りで、卒

業後の状況(職務内容、業績等)の他に本校として以下について質

問した。 

 

 

 

 

 

質問①について、どち

らも 60%以上が SSH の活

動が進路選択に影響を与

えていると返答してい

る。質問②も、70%近くが

科学技術に対する関心が

向上したと回答。質問③

の本校 SSH で身に付けさ

せたい 3つの力と 2つの態

度については、人数が少な

いため単純には言えない

が、R5年卒で身についたと

感じている割合が向上し

ているのは、在学中に SSH

事業で身に付けたい力に

ついて継続的に強調し意識させてきたためだと考えている。また、H30年卒はⅠ期 1年目の生徒である

が「チャレンジ SSH(山形県の事業で SSH申請に向けた取組み)」として現在でも継続している事業も実

施するなど、科学技術に触れる機会を多く設定してきたこともあり、いずれの質問の回答からも、卒業

後 5年経過しても SSHの活動を肯定的にとらえていることがわかる。質問④については、本校 SSH事業

の中心である「課題研究」が最も多く、「つくばサイエンスツアー」「アカデミックツアー」という先端

的な研究施設,大学の研究室訪問を選択した生徒も多い。大学や研究所で研究内容についての話を研究

者から直接伺うことで、自身も憧れと関心をもち、進路選択にも影響したためと考える。 

また、課題研究のメンターの協力が可能かどうか等も調査しているので、今後その人材を活用してい

きたい。次年度は、5年経過の卒業生への送付を継続し、卒業後 1年目の生徒に SSH意識調査を全員郵

送する予定であるので、本校追跡調査も同封し、回答数の増加、メンターの協力者の増加を期待したい。 

回答者の状況 人数  

大学学部生 4 R5 

年卒 専修学校・各種学校 2 

大学院生 6 
H30

年卒 
大学等卒業後に就職 13 

高校卒業後就職 1 

質問①SSHの活動があなたの現在の職業や専攻を考える上で、影響を与えたと思いますか。 

質問②SSH事業により科学技術に対する興味・関心・意欲は向上したと思うか。 

質問③３つの力と２つの態度が身についた、活きていると感じたことはありましたか。 

質問④(質問①で 3,4と回答した人)進路選択に影響を与えた SSHの活動を選択して下さい。 

R 5年卒のみ 地域フィールドワーク(課題研究で外部にでて助言をいただく活動）、飛島 FW 

H30年卒のみ 体験型実習講座、アカデミックツアー、つくばサイエンスツアー 
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５５章章  校校内内ににおおけけるる SSSSHHのの組組織織的的推推進進体体制制  

①校務分掌における SSHの組織体制 
  校務分掌における｢研究課｣を、SSH 事業の担当に充てる。運営については｢SSH 企画運営委員

会｣を組織し、各学年・各年次・各教科・各課等と業務を分担・連携し、円滑な事業の執行を図
りながら学校全体で取り組む。組織図は以下の通りである。 
《SSH研究開発組織図》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②組織運営の方法 

SSH 事業を全校体制として実施するために、各学年・各年次・各教科・各課等と業務を分担・
連携し、円滑な事業の執行を図りながら運営を行う。特に、｢未来創造プロジェクト｣において
は、ゼミ形式等の形態をとりながら全教職員が担当し、指導にあたる体制を継続する。 
SSH 事業の企画・立案については、｢研究課｣を中心にした｢SSH 企画運営委員会｣(原則毎月第

2金曜日に開催)が担う。｢SSH企画運営委員会｣は、高校教頭を委員長とし、中・高研究課教職
員ならびに事務部長、中学校教頭、教務図書課、生徒課、進路学習課の教職員から構成されて
いる。なお、各校務分掌における業務分担は以下の《SSH事業に係る業務分担》の通りである。 
また、｢SSH 運営指導委員会｣も設置し、SSH事業全般に専門的な指導助言を受ける。｢SSH運営

指導委員会｣は年 2回開催し、本校のプログラムを検証し、次年度への改善を図る。現在の運営
指導委員会の委員は以下の《SSH 運営指導委員》の通りである。 
《SSH事業に係る業務分担》 

 分掌 主な担当業務 

1 研 究 課 SSH事業全般・SSH企画運営委員会事務局・広報活動 
2 総 務 課 学校評議員・学校関係者評価委員、PTA等との連絡 
3 教務図書課 授業評価・授業改善、学校設定科目の実施状況の把握及び改善 
4 進路学習課 高大企業連携に係る取組、SSHと進路状況の分析、卒業生追跡調査・集計 
5 生 徒 課 外部の各種コンテスト・コンクールへの生徒の参加促進 
6 事 務 室 SSH関連予算の調整 
7 各 教 科 各教科で担当する授業の評価・改善 
8 学年・年次 各学年(中学校)・年次(高等学校)で実施する取組の運営や評価・改善 

《SSH運営指導委員》 
 氏 名 役   職 

1 結城 章夫 学校法人富澤学園理事長 
2 白 水 始 国立教育政策研究所・初等中等教育研究部総括研究官 
3 山﨑 誠治 ベーリンガーインゲルハイム製薬株式会社代表取締役社長 
4 並河 英紀 山形大学理学部学部長 
5 栗山 恭直 山形大学理学部教授 
6 遠藤 恵子 山形県立保健医療大学保健医療学部教授 
7 渡辺 正夫 東北大学大学院生命科学研究科教授 
8 安達 利也 東根市教育委員会教育次長兼管理課長 
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６６章章  研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向性性・・成成果果のの普普及及  

 
１１  研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題  

（（１１）） 中中高高66年年間間ににおおけけるるググロローーカカルルなな視視点点にに基基づづくく活活動動のの活活性性化化  

ア 学校設定科目「SS総合探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の課題研究に関する知識・技能を身に付けさせるためのプログ

ラムの開発は、毎年の反省を踏まえ、ブラッシュアップしながら進めてきている。Ⅱ期になり、全職員体

制で指導する 3 年間の流れは大筋固まってきているので、より質の向上、深化のための方策を積み上げて

いかなくてはならない。4章実施の効果とその評価の 1節(１)で記述の通り、SSH事業に関わる全体アセス

メントの結果から、現在教員と生徒で「探究する力」の多くの項目で評価の差があり、教員は生徒に対し

て論理的に調査実験を積み、整理分析する力のさらなる向上を求めていることがわかる。また、研究の深

化には、ゼミ担当教員の積極的な関わりが重要だが、教員間の指導の差がやや広がっている現状がある。

教員の教科の専門性と生徒の探究したいテーマが必ずしもマッチしないことも原因のひとつであり、全職

員で指導する上で完全な解消は難しいが打開策が必要である。中学から探究をしてきた一貫生、探究に初

めて取り組む高入生それぞれに合う探究活動の進め方の１つの方策として、高校１年次「SS総合探究Ⅰ」

の後半「リサーチクエスチョン講座」は、「課題実践コース」と「課題研究テーマ設定コース」に選択制で

分かれることとしている。一貫生や探究部生徒で探究のテーマが具体化している生徒は実践コースを、そ

の他生徒は課題研究の手法から学ぶテーマ設定コースを選ぶよう勧めている。しかし「課題実践コース」

の生徒は少なく(R4：23 名７テーマ、R5：11 名４テーマ)、先輩のテーマを引き継ぐ生徒も多くはない(R4

年度:２年３テーマ→R5年度:２年３テーマ)ためか、山形県内の発表会での活躍はあっても全国的なコンテ

ストや発表会への挑戦、そして受賞につながる班があまりでてこないことも課題の１つである。 

イ 校外研修体制について、R4年度「山形・飛島フィールドワーク」は天候にも恵まれ充実した研修であっ

たが、R5年度「沖縄・西表フィールドワーク」は台風等悪天候による日程変更などあった。生徒の健康や

引率教員の負担についてもさらに考慮していかなくてはならない。またⅡ期から、中高６年間における校

外研修が有機的につながり、生徒の成長により深く影響を及ぼすような事業展開とするべきと考え、国際

性を育成する目的で高校 2 年の研修旅行(海外)で海外連携協力校(タイのノーヒンウィッタヤコム中等学校

とマレーシアのSMKAコタキナバル中等学校)を隔年で訪問して課題研究成果の相互発表を行うという当初計

画であった。令和4年度にはその実現に向けて研修計画を練り、現在の行き先シンガポール・マレーシア

方面からの変更について、SSH 企画運営委員会を経て職員会議で検討を行った。しかし、山形県の修学旅

行の日数の規定があること、規定日数内での実施とすると旅程が厳しく研修内容も乏しくなるなどの理由

から、研修旅行の行先変更は実現できなかった。しかし、検討を通して海外の高校生と英語で交流するこ

とについて教員の共通理解が得られたことにより、令和4年度は現在の訪問先のシンガポールで訪問した

マレーシアのジョホールバルで学校交流を行い、現況でできることを実施したにとどまっている。 

ウ 探究活動などの成果発表会として国際英語プレゼンテーション大会(START)を主催し、山形県内外の他

校、海外の学校と英語での発表・交流の場を創れたことは令和 4年度,5年度の大きな成果であったが、実

施方法、運営面、特に教員のICTの活用についてはまだまだ課題があり、工夫しながら持続可能な事業と

して発展させていく必要がある。 

（（２２）） 学学校校設設定定科科目目のの指指導導内内容容のの充充実実  

ア 授業研究については、中高共通の授業研究主題「より効果的に探究的な学びを深める授業をめざして（１

年次）」とテーマを改めて、教職員へ周知し、主題を意識した互見授業を各教科中高合同で計 15 回実施、

その都度各教科で振り返りを行っている。新たな学習方法への研究を教科会の充実を図りながらさらに推

進していく必要がある。 

イ「SS健康科学」において、コロナの影響がなくなり令和 5年度は8月に山形県立保健医療大学を訪問して

の体験講座が実施でき、日常の科目横断的な内容を含めた授業の取り組みにより、学校設定科目の目標が

達成できている。一方で他の学校設定科目においても、各科目の目標に沿って学習内容の一層の精選を図

り、より科目横断的な取組となるように単元の配列やカリキュラムの研究を行い、具体的な成果、課題に

ついてもより詳しく検証していく必要がある。 

（（３３）） 地地域域のの科科学学技技術術拠拠点点校校ととししててのの対対外外連連携携のの実実践践  

ア 山形大学と教育連携協定締結のお陰もあり、講師や研究アドバイザーの派遣についてスムーズになって

いる。今後は連携の内容と継続性について検討していく必要がある。 

イ 今年度も地域密着型の研究テーマを探究するグループが 11グループ（R4は10グループ）あった。後輩

への引継ぎ、新たなテーマの創出等を経て、地元自治体との連携をより強固にしていきたい。また、企業
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との継続的な連携についても、模索していく。 

ウ 本校卒業生である山形大学の学生から継続した課題研究の指導をいただいているが、協力してくれる卒

業生がまだ少ないことが課題である。指導・助言を受ける体制をさらに整備するとともに、特に卒業生Ｔ

Ａと恒常的につながっていくようにする方策を模索する必要がある。 

エ 探究部の活動において、併設中学校および高校の探究部員が協同して、小学生向け科学実験教室の講師、

ティーチングアシスタントをつとめ、高校においては、外部発表会への参加を目標に研究活動を充実させ

てきた。令和 4年度には中学３年生の秋からの高校部活動早期入部について７名が入部したものの、令和

5年度の早期入部の部員がゼロであり、継続した部員数の確保が難しい。 

オ 地域の小中学生に対する発信・普及として、東桜サイエンスラボは、今年度も応募が殺到するほど認知

度が高く内容的にも好評であったので、踏襲しながら充実させていく。また、令和 4年度は｢未来創造プロ

ジェクト｣の成果発表会に、地域の中学生から初めて発表で参加していただいたが、今年度は地域の中学生

に成果発表会に参加していただくことは継続できなかったため、別の方法も含めて検討の必要がある。 

  カ 各種発表会等への参加者数については、年度当初に一覧で示して計画的に参加の準備できるようにした

ことで、計画的な参加につながり、昨年度大きく増加した数を維持できたが、未だ参加生徒が偏りがちな

傾向がある。 

  

２２  今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向性性  

（（１１））中中高高 66年年間間ににおおけけるるググロローーカカルルなな視視点点にに基基づづくく活活動動のの活活性性化化  

ア 「SS総合探究ⅠⅡⅢ」全体を俯瞰し、これまで培ってきた「課題研究」の 3年間を整理し、全職員が共

通認識の下、スムーズに指導に当っていける体制を構築するために、本校での課題研究の取り組み方を示

した独自の『探究の指針』を作成した。令和 6 年度は職員研修会(課題研究)と生徒へのガイダンスを実施

し、この活用がうまくいけば、これにより全生徒、教職員が見通しをもって探究活動に取り組めるように

なる。特に、生徒がより主体的に動くことができるようになり、このことが教員も生徒の研究の伴走者と

して指導に前向きにあたるよい機会となりうると考えており、打開につなげたい。また、東桜学館生に持

たせたい探究の視点についても東根市からご協力いただき、校内の部分も含めて刷新したので、生徒に提

示して外部機関と関わりながら研究を深めるグループを増やし、研究の深化に繋げていく。また、数年間

研究を継続することで研究の成果が出始めると SSH運営指導委員から助言をいただいたため、「SS総合探究

Ⅰ」後半のリサーチクエスチョン講座で、より意図的にテーマの引き継ぎを勧めていく体制を強化する。 

イ 校外研修体制については、令和 6年度は山形・飛島フィールドワークを計画している。令和 7年度の沖

縄西表島のフィールドワークについて安全性や悪天候への対応と研修内容面でも整理し、併せて実施時期

の検討を行う。学校の研修旅行(海外)での海外連携協力校を訪問するのが難しいため、令和 7年の 2月に

研究発表の交流を含む希望者による海外研修を代替として実施する。研究協力の依頼なども含めて共同研

究を進める機会ともできないか計画的に準備を進める予定である。 

ウ 英語プレゼンテーション大会(START)の実施について、実施方法、運営について改善し、持続可能とな

るよう工夫を重ねていく必要があるため、令和6年度から管理機関である山形県から本校に配置されるSSH

コーディネータを活用し、実施に向けた準備を丁寧に進める。また、高校 1,2年次生にとって見学しやす

く、司会やアテンドとしての協力もしやすい体制をとるために、実施日程を講習期間の平日の午後とし本

校生徒が国際性を高めることのできる有意義な発表会となるよう改善する。 

（（２２））学学校校設設定定科科目目のの指指導導内内容容のの充充実実  

ア 授業研究については、中学校、高等学校の統一のテーマで 6 年間を見据えた教科内での計画をもとに、

個人の授業改善、互見授業、授業公開を実施する。また、これまでの実践を継続するとともに、新たな学

習方法の研究も含め、教科会の充実を図りながら推進していく。 

イ 既に開発した学校設定科目、次年度新たに開設の｢CLIL EnglishⅡ｣「SS 自然科学基礎実践」について、

各教科で指導内容を研究するとともに、具体的な成果、課題についてもより詳しく検証していく。また、

「SS健康科学」以外の科目においても、山形大学との教育連携協定を活用し、発展的な内容に関しては大

学等と連携した単元を開発できるような支援体制を整える。 

（（３３））地地域域のの科科学学技技術術拠拠点点校校ととししててのの対対外外連連携携のの実実践践  

ア 山形大学との教育連携協定における事業内容について、生徒の学びの質を向上させるために、どの場面

のどの部分を支援いただくのがよいか検討を継続し、実施方法について計画を立てる。将来の高大接続に

よる単位互換制度の実現に向けた課題の検討も行う。 

イ 官公庁や地域の機関との連携は、東根市役所より再提案いただいた探究の視点を活用したり、企業から

は研究における助言や試料の提供を受けるなど、今後も御協力、御指導いただきながら連携していく。 
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ウ 課題研究における指導・助言を受ける体制をさらに整備するとともに、特に卒業生 TA と恒常的につな

がっていくグループを増やす方策として、今年度卒業生から「SSH サポーター」登録を導入し、課題研究

の経験を多く積んだ卒業生の活用を促進する。令和 6年度以降は、卒業生の追跡調査にも「SSH サポータ

ー」登録の用紙を同封し、さらに募集を募る予定である。 

エ 探究部について、令和6年度から部活動任意加入制となる影響もあって、部員数が確保できないという

実情もあるため、探究部の活動支援の充実を図るとともに、探究部の在り方についても検討する。 

オ 東桜サイエンスラボについては、令和 5年度から 4つの講座のうち、1つの講座を探究部生徒が実施す

る講座設けた。講座に主体的に関わった探究部の生徒たちの高い満足度から生徒にとって大きな成長の機

会であり、探究部の活躍の場となることが分かった。この取り組みを継続し、講座内容の充実を図りなが

ら、複数回の実施に向けた準備を進める。 

カ 各種発表会等への参加者数の増加については、さらに発表内容のレベルの向上を目指し、年度当初に発

表会コンテスト一覧を示して意識付けを行い、多くの生徒が外部発表会にでて探究活動を深化させる機会

にできるように参加の呼びかけを工夫する。 

 

３３  成成果果のの普普及及  

（（１１））SSSSHH通通信信のの発発行行ととホホーームムペペーージジのの充充実実  

SSH通信を 3回（7月・10月・2月）発行し、本校の SSH活動への理解を深めてもらうための広報を継続

する。また、インターネットの本校のサイト内の SSH専用のホームページへ、取組紹介や生徒の感想、さら

に事業の告知等を行う。さらに、研究成果として今年度作成の『探究の指針』など公開していく。 
（（２２））東東桜桜ササイイエエンンススララボボのの充充実実  

地域の小・中学生及び保護者対象の科学実験教室「東桜サイエンスラボ」を来年度も開講し地域の小・中

学生に科学の面白さを伝えるとともに、地域全体の科学技術に対する興味・関心の向上を図る。 

（（３３））高高校校中中間間発発表表会会とと生生徒徒・・教教員員のの交交流流会会  

地域の高校にとって課題研究の先進校、交流の拠点校の役割を果たすためにも、次年度も他校の生徒も招

いて合同で発表会を行い、その中で研究について話をする生徒交流会を設ける。また、見学に来た他校教員

から本校の探究活動の進め方を聞きたいという要望もでているため、次年度は、生徒交流会だけでなく教員

の交流会ももち、本校作成の『探究の指針』を使い探究活動について説明し、お互いの取り組みの研究の場

を設ける。 

（（４４））成成果果発発表表会会のの開開催催  

次年度も本校の研究成果発表会に地域の他校へ参加を呼びかけるなど、地域の課題研究ネットワークをつ

くり、互いに刺激し合いながら地域全体の科学教育の水準を高めていく検討を行う。2 月「未来創造プロジ

ェクト成果発表会」は中高合同で開催し、保護者をはじめ他校関係者や地域の小学生等に公開し、成果の普

及に努め、次年度も地域の中学生が本校で発表・交流できるよう継続して呼びかけていく。 
（（５５））地地域域のの施施設設ににおおけけるる探探究究活活動動ポポススタターー展展示示  

   令和5年度は、地域の外部施設での探究活動の成果ポスター展示や代表生徒による発表会を初めて行った。

次年度も、継続し、地域の小・中学生、住民と交流を図り、研究成果を地域に普及する。 
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S
自

然
科

学
基

礎
Ⅰ

4
◎

4
4

S
S
総

合
探

究
Ⅰ

4
4

S
S
総

合
探

究
Ⅱ

S
S
自

然
科

学
基

礎
Ⅱ

3
◎

3
3

S
S
総

合
探

究
Ⅱ

S
S
総

合
探

究
Ⅲ

S
S

健
康

科
学

2
◎

2
2

S
S
総

合
探

究
Ⅲ

2
2

S
S

情
報

1
◎

1
1

1
1

S
S

総
合

探
究

Ⅰ
1

◎
1

1
1

1

S
S

総
合

探
究

Ⅱ
2

◎
2

2
2

2

S
S

総
合

探
究

Ⅲ
1

◎
1

1
1

1

特
別

活
動

1
1

1
3

1
1

1
3

3
2

3
3

3
2

9
7

3
2

3
3

3
2

9
7

2
年

次
3
年

次

公
民

数
学

理
科

地
理

歴
史

(必
履

修
科

目
◎

、
選

択
必

修
科

目
○

、
学

校
設

定
科

目
●

）

国
語

1
年

次

授
業

の
１

単
位

時
間

５
５

分

保
健

体
育

芸
術

外
国

語

合
計

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

活
動

S
S

類
型

名
称

文
系

理
系

教
科

科
目

標
準

単
位

数
年

次
別

単
位

数
年

次
別

単
位

数

1
年

次
2
年

次
計

備
考

3
年

次
計

備
考
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国
語

総
合

4
◎

4
4

1
年

次
4

4
1
年

次

現
代

文
B

4
2

2
4

数
学

Ⅱ
：
数

学
Ⅰ

の
履

修
後

2
2

4
数

学
Ⅱ

：
数

学
Ⅰ

の
履

修
後

古
典

B
4

4
4

8
に

履
修

。
3

3
6

に
履

修
。

国
語

探
究

●
 ■

2
0
・
2

世
界

史
Ａ

2
○

□
2

0
・
2

芸
術

：
音

楽
Ⅰ

美
術

Ⅰ
書

道
2

2
芸

術
：
音

楽
Ⅰ

美
術

Ⅰ
書

道
Ⅰ

世
界

史
Ｂ

4
○

★
2
-
 ◇

4
  

 ◇
2
 ★

4
0
・
6

Ⅰ
か

ら
1
科

目
選

択
。

2
年

次
か

ら
1
科

目
選

択
。

日
本

史
Ａ

2
○

□
2

0
・
2

に
継

続
。

▽
2

0
・
2

日
本

史
Ｂ

4
○

  
◇

4
  

 ◇
2

0
・
6

地
理

Ａ
2

○
□

2
0
・
2

地
理

Ｂ
4

○
  

◇
4

　
 ◇

2
0
・
6

2
年

次
▽

2
▽

3
0
・
5

世
界

史
探

究
●

  
 -

■
2

0
・
2

地
歴

：
□

ま
た

は
★

か
ら

1
科

2
年

次

日
本

史
探

究
●

  
 -

■
2

0
・
2

目
選

択
。

◇
か

ら
１

科
目

選
択

。
地

歴
：
▽

か
ら

１
科

目
選

択
。

地
理

探
究

●
  

 -
■

2
0
・
2

◇
お

よ
び

★
は

、
3
年

次
に

継
地

理
Ｂ

は
3
年

次
に

選
択

す
る

現
代

社
会

2
◎

2
2

続
。

た
だ

し
、

世
界

史
A

ま
た

は
2

2
場

合
は

継
続

。

倫
理

2
  

 -
■

2
0
・
2

世
界

史
B

か
ら

1
科

目
、

そ
の

政
治

・
経

済
2

  
  

  
  

 ※
2

0
・
2

他
か

ら
１

科
目

を
必

履
修

。
数

学
：
☆

か
ら

１
科

目
選

択
。

3

公
民

探
究

●
　

世
界

史
A

ま
た

は
★

世
界

史
▽

3
0
・
3

年
次

に
継

続
。

数
学

Ⅰ
3

◎
1

1
B

を
選

択
し

た
場

合
、

◇
で

日
1

1

数
学

Ⅱ
4

3
1

4
本

史
B

ま
た

は
地

理
B

を
選

択
。

3
1

4
　

数
学

Ⅱ
を

履
修

後
、

数
学

Ⅲ

数
学

Ⅲ
5

　
日

本
史

A
ま

た
は

地
理

A
を

☆
3

▼
3

0
・
6

ま
た

は
数

学
探

究
A

を
履

修
。

数
学

Ａ
2

2
2

選
択

し
た

場
合

、
◇

で
世

界
史

2
2

数
学

Ｂ
2

2
2

B
を

選
択

。
2

2

数
学

探
究

Ａ
●

3
3

☆
3

▼
3

0
・
6

理
科

：
◆

か
ら

１
科

目
選

択
。

数
学

探
究

Ｂ
●

■
4

0
・
4

3
年

次
に

継
続

。

数
学

探
究

Ｚ
●

3
年

次
■

4
0
・
4

数
学

探
究

Ⅰ
●

3
0
・
3

 地
歴

数
学

探
究

Ⅱ
●

2
0
・
2

★
の

世
界

史
Ｂ

（
4
単

位
）
と

S
S

物
理

4
●

※
政

治
・
経

済
（
2
単

位
）
お

よ
び

◆
3

◆
3

0
・
6

S
S

化
学

4
●

■
（
2
単

位
）
と

の
選

択
4

4
8

S
S

生
物

4
●

◆
3

◆
3

0
・
6

生
物

基
礎

探
究

●
2

2

地
学

基
礎

探
究

●
2

2

体
育

7
～

８
◎

2
2

3
7

2
2

3
7

3
年

次

保
健

2
◎

1
1

学
校

設
定

科
目

：
1

1
数

学

音
楽

Ⅰ
2

○
2

0
・
2

国
語

探
究

2
0
・
2

▼
か

ら
1
科

目
選

択
。

音
楽

Ⅱ
2

1
0
・
1

日
本

史
探

究
■

か
ら

1
科

目
選

択
。

美
術

Ⅰ
2

○
2

0
・
2

世
界

史
探

究
2

0
・
2

美
術

Ⅱ
2

1
0
・
1

地
理

探
究

書
道

Ⅰ
2

○
2

0
・
2

数
学

探
究

Ⅰ
2

0
・
2

書
道

Ⅱ
2

1
0
・
1

数
学

探
究

Ⅱ

音
楽

課
題

探
究

A
●

3
-

0
・
3

生
物

基
礎

研
究

美
術

課
題

探
究

A
●

3
-

0
・
3

地
学

基
礎

研
究

書
道

課
題

探
究

A
●

3
-

0
・
3

英
語

探
究

Ａ
学

校
設

定
科

目
：

音
楽

課
題

探
究

B
●

  
  

  
  

  
2
-

0
・
2

英
語

探
究

Ｂ
公

民
探

究

美
術

課
題

探
究

B
●

  
  

  
  

  
2
-

0
・
2

音
楽

課
題

探
究

Ａ
数

学
探

究
Ａ

書
道

課
題

探
究

B
●

  
  

  
  

  
2
-

0
・
2

美
術

課
題

探
究

Ａ
数

学
探

究
Ｂ

ｺﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ

ｮﾝ
英

語
Ⅰ

3
◎

3
3

書
道

課
題

探
究

Ａ
3

3
数

学
探

究
Ｚ

ｺﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ

ｮﾝ
英

語
Ⅱ

4
4

4
音

楽
課

題
探

究
Ｂ

4
4

S
S
物

理

ｺﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ

ｮﾝ
英

語
Ⅲ

4
4

4
美

術
課

題
探

究
Ｂ

3
3

S
S
化

学

英
語

表
現

Ⅰ
2

2
2

書
道

課
題

探
究

Ｂ
2

2
S
S
生

物

英
語

表
現

Ⅱ
4

2
2

4
S
S
自

然
科

学
基

礎
Ⅰ

2
2

4
S
S
自

然
科

学
基

礎
Ⅰ

英
語

探
究

Ａ
●

■
2

0
・
2

S
S
自

然
科

学
基

礎
Ⅱ

S
S
健

康
科

学

英
語

探
究

Ｂ
●

2
0
・
2

S
S
健

康
科

学
S
S
情

報

家
庭

家
庭

基
礎

2
◎

1
1

S
S
情

報
1

1
S
S
総

合
探

究
Ⅰ

S
S
自

然
科

学
基

礎
Ⅰ

4
◎

4
4

S
S
総

合
探

究
Ⅰ

4
4

S
S
総

合
探

究
Ⅱ

S
S
自

然
科

学
基

礎
Ⅱ

3
◎

3
3

S
S
総

合
探

究
Ⅱ

S
S
総

合
探

究
Ⅲ

S
S

健
康

科
学

2
◎

2
2

S
S
総

合
探

究
Ⅲ

2
2

S
S

情
報

1
◎

1
1

1
1

S
S

総
合

探
究

Ⅰ
1

◎
1

1
1

1

S
S

総
合

探
究

Ⅱ
2

◎
2

2
2

2

S
S

総
合

探
究

Ⅲ
1

◎
1

1
1

1

特
別

活
動

1
1

1
3

1
1

1
3

3
2

3
3

3
2

9
7

3
2

3
3

3
2

9
7

2
年

次
3
年

次

公
民

数
学

理
科

地
理

歴
史

(必
履

修
科

目
◎

、
選

択
必

修
科

目
○

、
学

校
設

定
科

目
●

）

国
語

1
年

次

授
業

の
１

単
位

時
間

５
５

分

保
健

体
育

芸
術

外
国

語

合
計

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

活
動

S
S

類
型

名
称

文
系

理
系

教
科

科
目

標
準

単
位

数
年

次
別

単
位

数
年

次
別

単
位

数

1
年

次
2
年

次
計

備
考

3
年

次
計

備
考
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Ⅰ
型

Ⅱ
型

現
代

の
国

語
2

◎
2

2
2

2
2

言
語

文
化

2
◎

2
2

2
2

2

論
理

国
語

4
2

2
2

2
4

4
2

2
4

文
学

国
語

4
2

2
2

2
4

4
[地

理
歴
史
]

古
典

探
究

4
2

2
2

2
4

4
２２

年年
次次

　　
ⅠⅠ

型型
3

2
5

地
理

総
合

2
◎

2
2

2
　
☆
か
ら
１
科
目
選
択

2
2

地
理

探
究

3
☆

3
□

3
☆

2
□

2
0.

5
0.

5
２２

年年
次次

　　
ⅡⅡ

型型

歴
史

総
合

2
◎

2
2

2
　
□
か
ら
１
科
目
選
択

2
2

日
本

史
探

究
3

☆
3

□
3

☆
2

□
2

0･
5

0･
5

世
界

史
探

究
3

2
□

3
4

□
2

6
0･

5
３３

年年
次次

　　
ⅠⅠ

型型

応
用

日
本

史
●

■
2

0･
2

　
☆
か
ら
１
科
目
選
択
(2
年
と
同
科
目
)

応
用

世
界

史
●

■
2

0･
2

３３
年年

次次
　　

ⅡⅡ
型型

応
用

地
理

●
■

2
0･

2
　
□
か
ら
１
科
目
選
択
(2
年
と
同
科
目
)

公
共

2
◎

2
2

2
2

　
■
か
ら
１
科
目
選
択

2
2

政
治

・
経

済
2

2
2

倫
理

2
■

2
0･

2

公
民

研
究

●
4

4

数
学

Ⅰ
3

◎
1

1
1

1
1

数
学

Ⅱ
4

3
3

3
6

6
3

1
4

数
学

Ⅲ
3

2
3

5

数
学

Ａ
2

2
2

2
2

2

数
学

Ｂ
2

2
2

2
2

2
2

数
学

Ｃ
2

1
3

4

数
学

探
究

Ａ
●

数
学

探
究

Ｂ
●

数
学

探
究

Ⅰ
●

3
◆

3
3

0･
3

[数
学
と
芸
術
と
外
国
語
]

２２
・・

３３
年年

次次

数
学

探
究

Ⅱ
●

2
◇

2
2

0･
2

３３
年年

次次
　　

ⅡⅡ
型型

　
☆
か
ら
１
科
目
選
択
(2
・
3年

で
同
科
目
)

Ｓ
Ｓ

物
理

4
●

　
◆
か
ら
１
科
目
選
択

☆
3

☆
3

0･
6

「「
物物

理理
」」

代代
替替

科科
目目

Ｓ
Ｓ

化
学

4
●

　
◇
か
ら
1科

目
選
択

4
4

8
「「

化化
学学

基基
礎礎

」」
「「

化化
学学

」」
代代

替替
科科

目目

Ｓ
Ｓ

生
物

4
●

☆
3

☆
3

0･
6

「「
生生

物物
」」

代代
替替

科科
目目

体
育

7～
8

◎
2

2
2

3
3

7
7

2
2

3
7

保
健

2
◎

1
1

1
[芸

術
]

1
1

音
楽

Ⅰ
2

○
△

2
△

2
0･

2
0･

2
２２

年年
次次

ⅠⅠ
・・

ⅡⅡ
型型

△
2

0･
2

[芸
術
]

美
術

Ⅰ
2

○
△

2
△

2
0･

2
0･

2
　
△
か
ら
1科

目
選
択

△
2

0･
2

　
△
か
ら
1科

目
選
択

書
道

Ⅰ
2

○
△

2
△

2
0･

2
0･

2
△

2
0･

2

音
楽

課
題

探
究

Ａ
●

◆
3

0･
3

美
術

課
題

探
究

Ａ
●

◆
3

0･
3

書
道

課
題

探
究

Ａ
●

◆
3

0･
3

音
楽

課
題

探
究

Ｂ
●

◇
2

0･
2

美
術

課
題

探
究

Ｂ
●

◇
2

0･
2

書
道

課
題

探
究

Ｂ
●

◇
2

0･
2

英
語

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ

ﾝⅠ
3

◎
3

3
3

3
3

英
語

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ

ﾝⅡ
4

3
3

3
3

3
3

英
語

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ

ﾝⅢ
4

4
4

4
4

4
4

論
理

・
表

現
Ⅰ

2
2

2
2

2
2

論
理

・
表

現
Ⅱ

2
2

2
2

2
2

2

論
理

・
表

現
Ⅲ

2
2

2
2

2
2

2

CL
IL

 E
ng

li
sh

 Ⅰ
●

2
2

CL
IL

 E
ng

li
sh

 Ⅱ
●

◇
2

0･
2

家
　

庭
家

庭
基

礎
2

◎
1

1
1

1
1

情
　

報
情

報
Ⅰ

2
◎

(2
)

(2
)

(2
)

(2
)

(2
)

Ｓ
Ｓ

自
然

科
学

基
礎

Ⅰ
◎

4
4

4
「「

物物
理理

基基
礎礎

」」
「「

生生
物物

基基
礎礎

」」
代代

替替
科科

目目
4

4
「「

物物
理理

基基
礎礎

」」
「「

生生
物物

基基
礎礎

」」
代代

替替
科科

目目

Ｓ
Ｓ

自
然

科
学

基
礎

Ⅱ
◎

2
2

2
2

「「
地地

学学
基基

礎礎
」」

代代
替替

科科
目目

「「
地地

学学
基基

礎礎
」」

代代
替替

科科
目目

Ｓ
Ｓ

自
然

科
学
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資資料料２２  そそのの１１（（SSSSHH事事業業））××（（身身にに付付けけささせせたたいい３３つつのの力力とと２２つつのの態態度度））  

  

高い志

未来への責任

に関する態度

学年 事業名

未来創造プロジェクト ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

地域FWジュニア ● ● ● ● ● ●

東桜キャンプ（鳥海山） ● ● ● ● ●

キャンパスツアー ● ● ● ●

未来創造プロジェクト ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

地域FWジュニア ● ● ● ● ● ●

東桜キャンプ(イングリッシュ） ● ● ● ●

キャンパスツアー ● ● ● ●

未来創造プロジェクト ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

地域FWジュニア ● ● ● ● ● ●

東桜キャンプ（月山） ● ● ● ● ●

キャンパスツアー ● ● ● ●

未来創造プロジェクト（SS総合探究Ⅰ） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

未来創造プロジェクト中間発表会 ● ● ● ● ● ● ● ●

未来創造プロジェクト成果発表会 ● ● ● ●

つくばサイエンスツアー ● ● ● ●

国際理解講演会 ● ● ● ● ● ● ●

SS自然科学基礎Ⅰ ● ● ● ● ●

SS健康科学 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

SS情報 ● ● ● ● ● ● ● ●

未来創造プロジェクト（SS総合探究Ⅱ） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

地域FW ● ● ● ● ● ●

未来創造プロジェクト中間発表会 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

未来創造プロジェクト成果発表会 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

SS化学 ● ● ● ● ●

SS物理 ● ● ● ● ●

SS生物 ● ● ● ● ●

SS自然科学基礎Ⅱ ● ● ● ●

CLIL EnglishⅠ ● ● ● ●

山形県探究型学習課題研究発表会 ● ● ● ●

東北SC研究校発表会 ● ● ● ●

体験型実習講座 ● ● ● ● ●

未来創造プロジェクト（SS総合探究Ⅲ） ● ● ● ● ● ● ● ● ●

START(英語プレゼンテーション大会） ● ● ● ●

SS化学 ● ● ● ● ●

SS物理 ● ● ● ● ●

SS生物 ● ● ● ● ●

SS自然科学実践 ● ● ● ●

CLIL EnglishⅡ ● ● ● ●

SSH生徒研究発表会 ● ● ● ●

飛島・西表FW ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

各教科・科目 ● ● ● ● ●

探究部 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

科学の甲子園 ● ● ● ● ● ● ●

東桜サイエンスラボ ● ● ● ● ●

SSH通信、報告書等 ● ●

科学技術系
人材育成

高
3

共
通

持続可能
な未来

中
１

中
２

中
３

情報収集
整理
・分析

まとめ
・表現

高
1

高
2

豊かな人間性

ルーブリック評価指標

東桜SSH事業の目標

東桜学館の教育目標

探究する力 科学的思考力 他者を理解し協働する力 地域への貢献に関する態度

他者
・理解

協働
する力

創造的知性

郷土愛
地域

参画力
疑問・考
察・解決

根拠
・説明

課題設定
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資資料料２２　　そそのの２２ 令令和和４４年年度度とと令令和和55年年度度アアセセススメメンントト数数値値比比較較表表

学学校校設設定定教教科科・・SSSS 教教科科・・理理科科
①①SSSS自自然然科科学学基基礎礎ⅠⅠ ①①SSSS化化学学

R4事前 2.33 2.45 2.45 2.11 1.85 R4事前 1.93 2.04 2.25 1.85 1.58
R4事後 2.74 33..0033 2.91 2.68 2.47 R4事後 2.69 2.72 22..9933 2.56 2.40
R5事前 2.10 2.14 2.12 1.88 1.72 R5事前 1.96 2.03 2.17 1.85 1.59
R5事後 2.77 33..0077 2.96 2.80 2.58 R5事後 2.54 2.89 33..0011 2.49 2.21
R4前後:差 0.41 0.58 0.46 0.57 00..6622 R4前後:差 0.76 0.69 0.68 0.72 00..8822
R5前後:差 0.67 00..9933 0.84 0.92 0.86 R5前後:差 0.59 00..8866 0.84 0.63 0.63

②②SSSS自自然然科科学学基基礎礎ⅡⅡ ②②SSSS物物理理

R4事前 2.47 2.56 2.44 2.29 2.16 R4事前 2.15 2.11 2.16 1.89 1.71
R4事後 2.66 22..8844 2.72 2.72 2.39 R4事後 2.82 22..9988 2.94 2.63 2.52
R5事前 2.46 2.56 2.49 2.08 2.03 R5事前 2.16 2.54 2.48 2.11 1.91
R5事後 2.88 22..9955 2.85 2.82 2.61 R5事後 2.54 22..8822 2.67 2.52 2.21
R4前後:差 0.19 0.28 0.28 00..4433 0.23 R4前後:差 0.67 00..8877 0.78 0.74 0.81
R5前後:差 0.42 0.39 0.36 00..7744 0.58 R5前後:差 0.38 0.28 0.19 00..4411 0.30

③③SSSS健健康康科科学学 ③③SSSS生生物物

R4事前 2.26 2.39 2.45 2.27 2.12 R4事前 2.19 2.23 2.17 2.07 2.03
R4事後 3.01 3.12 33..1155 33..1155 3.01 R4事後 2.76 33..0044 2.86 2.57 2.56
R5事前 2.42 2.53 2.54 2.46 2.36 R5事前 2.42 2.67 2.25 2.50 1.75
R5体験実習 3.2 3.28 3.07 3.1 2.93 R5事後 2.50 22..9922 2.75 2.83 2.50
R5事後 2.97 33..1144 3.06 3.13 2.94 R4前後:差 0.57 00..8811 0.69 0.50 0.53
R4前後:差 0.75 0.73 0.7 0.88 00..8899 R5前後:差 0.08 0.25 0.50 0.33 00..7755
R5前後:差 0.55 0.61 0.52 00..6677 0.58

教教科科・・外外国国語語
④④SSSS情情報報 CCLLIILL  EEnngglliisshhⅠⅠ

R4事前 2.10 2.30 2.09 2.13 1.70 R4事前
R4事後 2.96 33..3333 3.17 3.11 2.90 R4事後
R5事前 1.99 2.10 2.11 2.15 1.82 R5事前 2.22 2.08 2.67 2.26 2.05
R5事後 2.90 33..2244 3.07 3.08 2.91 R5事後 3.05 3.05 33..2277 3.08 2.84
R4前後:差 0.86 1.03 1.08 0.98 11..2200 R4前後:差
R5前後:差 0.91 11..1144 0.96 0.93 1.09 R5前後:差 0.83 00..9977 0.60 0.82 0.79

⑤⑤SSSS総総合合探探究究ⅠⅠ 校校外外研研修修等等
山山形形・・飛飛島島フフィィーールルドドワワーークク

事前 2.39 2.23 2.36 2.21 2.15
ラボラトリーバトル 33..1122 2.89 2.85 2.79 2.60 R4事前 1.92 1.59 1.61 1.89 1.80
データ分析 3.10 3.09 33..1133 2.94 2.73 R4事後 3.03 33..3322 2.84 2.85 2.89
RQ講座 2.93 2.87 2.93 2.80 2.70 R4前後:差 1.11 11..7733 1.23 0.96 1.09
事前 2.42 2.17 2.36 2.29 2.20 沖沖縄縄・・西西表表フフィィーールルドドワワーークク
データ分析 3.16 33..1177 3.25 3.08 2.88 R5事後 33..55 3.42 3.08 3.19 3.23
RQ講座 22..9988 2.91 2.97 2.94 2.83

つつくくばばササイイエエンンススツツアアーー
⑥⑥SSSS総総合合探探究究ⅡⅡ

R4事前 1.92 1.59 1.61 1.89 1.80
RQ設定・研究計画課題設定 22..6655 22..6655 2.52 1.96 2.13 R4事後 3.03 33..3322 2.84 2.85 2.89
RQ設定・研究計画実践 22..4422 22..4422 2.14 1.86 2.10 R5事前
研究活動・地域FW 33..0000 2.39 2.43 2.39 1.96 R5事後
研究まとめ中間発表会 2.96 33..2222 2.74 2.87 2.70 R4前後:差 1.11 11..7733 1.23 0.96 1.09
再研究成果発表会 33..3300 3.22 2.87 2.78 2.70 R5前後:差
RQ設定・研究計画課題設定 33..0044 2.94 2.97 2.72 2.72
RQ設定・研究計画実践 2.74 22..7799 2.68 2.53 2.47 体体験験型型実実習習講講座座
研究活動・地域FW 2.97 33..0066 3.00 2.79 2.66
研究まとめ中間発表会 3.06 3.11 33..2233 2.92 2.87
再研究成果発表会 3.24 3.18 33..3300 3.05 2.97

R4事前 1.99 1.90 2.14 1.87 1.83
⑦⑦SSSS総総合合探探究究ⅢⅢ R4事後 3.34 3.26 33..5511 3.17 3.15

R5事前 1.48 1.48 1.71 1.73 1.63
R5事後 3.25 3.06 33..3333 2.92 2.74
R4前後:差 1.35 1.36 11..3377 1.30 1.32

R4事前 2.42 2.13 2.40 2.18 2.13 R5前後:差 11..7777 1.58 1.62 1.19 1.11
R4事後 2.97 3.38 33..5555 3.33 3.31
R5事前 2.65 2.46 2.64 2.45 2.36 東東桜桜ササイイエエンンススララボボ
R5事後 33..2222 2.98 3.19 2.99 2.81
R4前後:差 0.55 11..2255 1.15 1.15 1.18
R5前後:差 00..5577 0.52 0.55 0.54 0.45

R4高校生 33..0000 2.60 2.40 2.20 2.00
R4中学生 33..2299 33..2299 33..2299 2.86 2.79
R5高校生 3.03 3.32 3.29 3.13 33..1188
R5中学生 2.26 22..6611 2.50 2.32 2.16
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資資料料３３  運運営営指指導導委委員員会会のの記記録録  
令令和和５５年年度度運運営営指指導導委委員員会会議議事事録録要要約約  
【出席者】◎山形県立東桜学館中学校・高等学校 SSH 運営指導委員（敬称略） 

氏名 所属 職名 第１回 第２回 
結城 章夫 学校法人富澤学園 理事長   
白水 始 東京大学高大接続研究開発センター 教授 欠席 欠席 
山崎 誠治 ベーリンガーインゲルハイム製薬株式会社 取締役社長 ｵﾝﾗｲﾝ 欠席 
並河 英紀 山形大学理学部 学部長 ｵﾝﾗｲﾝ 欠席 
栗山 恭直 山形大学理学部 教授  欠席 
遠藤 恵子 山形県立保健医療大学看護学科 学科長 欠席  
渡辺 正夫 東北大学大学院生命科学研究科 教授 ｵﾝﾗｲﾝ 欠席 
安達 利也 東根市教育委員会 教育次長兼管理課長   

◎山形県教育局高校教育課（主任指導主事 髙橋 丈士・指導主事 瀧本悠子） 
◎本校出席者等（校長・事務部長・中高教頭・中高研究課；第 1回には本校職員 14名，第 2回には 9名が出席） 
第第１１回回運運営営指指導導委委員員会会  
1. 日 時 : 令和５年７月７日（金） 10:45～11:45 
2. 場 所 : 本校会議室 【進行】教育局高校教育課 指導主事 瀧本悠子 
１ 開 会; 瀧本（委員委嘱を兼ねる） 
２ 山形県教育委員会挨拶     （教育局高校教育課 主任指導主事 髙橋丈士） 
・第Ⅱ期は中高６年を通じたグローカルな視点を持った科学技術人材の育成をテーマとし、昨年は様々
な場面での成果が見られた。特色をしっかり打ち出し、実践していく必要がある。ご意見を参考にし、
バックアップしていきたい。 

３ 校長挨拶           （東桜学館高等学校  校長  生島 信行） 
・昨年からⅡ期に入り、国際英語プレゼンテーション大会や地域での発表を進めてきた。コロナ後の取り
組みを進めているところ。幅広いアドバイスを頂戴したい。 

４ 委員紹介：協議時間の確保のため、資料のみ 
５ 協 議                （座長：運営指導委員長） 
（１）SSH第Ⅱ期の概要 
・山科：つくばサイエンス・ツアーは３年行くことができなくなっている。今年度は行けることを期待し
ている。「中高一貫教育校を核としたやまがたの未来を拓くグローカルな視点を持った科学技術人材の
育成」が研究開発の目標。３ページの下線が引かれているものはⅡ期で新たに取り組むものや強化すべ
きもの。仮説２で新しいのは CLIL Englishのみ。仮説３では大学などとの連携と対外連携と質の向上
が課題になっている。 

（２）令和３年度東桜学館中学校・高等学校 SSH事業の事業計画について 
①実施概要について 

・山科：SSH 通信 18 号を参照。サイエンス・エッジ、サイエンス・キャッスルに初参加。つくばサイエ
ンスツアーが復活した。 
②未来創造プロジェクトについて 

・（山科）Ⅱ期の研究開発として新たに始まっている事業を来年の中間ヒアリングに繋げる。今年度の未
来創造プロジェクトでは、『探究の指針』を校内で作成し、使用する。久しぶりに西表 FW が 7 月 29 日
に出発するが、積極的に応募があった。グローカルな視点という点では中学生が県内の FW に行き、高
校１年生は国際理解講演会でカシオの講演を聴く。昨年からの国際英語プレゼンテーション大会を今年
も実施するが、タイの１校が来校する。２年次から CLIL Englishが始まり、順調の様子。探究部が講
座の１つを実施する。成果の普及については西川町、まなびあテラス、県議会でのポスター展示がある。
まなびあテラスの発表は継続したい。卒業生の追跡調査も今年から実施。 

・未来創造プロジェクトの現状（紺野）：「情報」の重要性のため、総合探究 Iの時間を多く振った。Ⅱに
ついては 34のゼミがあり、先輩の研究を引き継いでいるグループも増えた。 

（３）委員による指導・助言 
・山科：事前事後のアセスメントしか評価できるものがない。テーマ設定が生徒主体にしているために、
困難もある。探究の視点を改訂したい。外部発信についてもアドバイスをお願いしたい。 

・並河：健康科学などの目的が複数の視点に繋がっているのか。 
・並河：ＳＳ自然科学基礎の内容が課題研究のテーマに反映されているか？ 
 →紺野：授業での種まきが研究テーマの設定に繋がっていないことが多いのが現状だと思う。 
・白水：ジグソー法に関して，様々な工夫を取り入れた授業作りは大切。教員が研修に積極的に参加して
欲しい。また，修学旅行の事前学習にジグソー法を活用した例などがある。 

・白水：科学的な論文の書き方やその構造を学ぶことが大切。 
・山崎：西表フィールドワークの安全対策が大切。卒業生の追跡調査について，質問事項の吟味や質問の
妥当性を検討することが必要。 

・山崎：情報発信については，新聞やテレビなどのメディアも活用して欲しい。テレビに出ることで生徒

− 76 −



資資料料３３  運運営営指指導導委委員員会会のの記記録録  
令令和和５５年年度度運運営営指指導導委委員員会会議議事事録録要要約約  
【出席者】◎山形県立東桜学館中学校・高等学校 SSH 運営指導委員（敬称略） 

氏名 所属 職名 第１回 第２回 
結城 章夫 学校法人富澤学園 理事長   
白水 始 東京大学高大接続研究開発センター 教授 欠席 欠席 
山崎 誠治 ベーリンガーインゲルハイム製薬株式会社 取締役社長 ｵﾝﾗｲﾝ 欠席 
並河 英紀 山形大学理学部 学部長 ｵﾝﾗｲﾝ 欠席 
栗山 恭直 山形大学理学部 教授  欠席 
遠藤 恵子 山形県立保健医療大学看護学科 学科長 欠席  
渡辺 正夫 東北大学大学院生命科学研究科 教授 ｵﾝﾗｲﾝ 欠席 
安達 利也 東根市教育委員会 教育次長兼管理課長   

◎山形県教育局高校教育課（主任指導主事 髙橋 丈士・指導主事 瀧本悠子） 
◎本校出席者等（校長・事務部長・中高教頭・中高研究課；第 1回には本校職員 14名，第 2回には 9名が出席） 
第第１１回回運運営営指指導導委委員員会会  
1. 日 時 : 令和５年７月７日（金） 10:45～11:45 
2. 場 所 : 本校会議室 【進行】教育局高校教育課 指導主事 瀧本悠子 
１ 開 会; 瀧本（委員委嘱を兼ねる） 
２ 山形県教育委員会挨拶     （教育局高校教育課 主任指導主事 髙橋丈士） 
・第Ⅱ期は中高６年を通じたグローカルな視点を持った科学技術人材の育成をテーマとし、昨年は様々
な場面での成果が見られた。特色をしっかり打ち出し、実践していく必要がある。ご意見を参考にし、
バックアップしていきたい。 

３ 校長挨拶           （東桜学館高等学校  校長  生島 信行） 
・昨年からⅡ期に入り、国際英語プレゼンテーション大会や地域での発表を進めてきた。コロナ後の取り
組みを進めているところ。幅広いアドバイスを頂戴したい。 

４ 委員紹介：協議時間の確保のため、資料のみ 
５ 協 議                （座長：運営指導委員長） 
（１）SSH第Ⅱ期の概要 
・山科：つくばサイエンス・ツアーは３年行くことができなくなっている。今年度は行けることを期待し
ている。「中高一貫教育校を核としたやまがたの未来を拓くグローカルな視点を持った科学技術人材の
育成」が研究開発の目標。３ページの下線が引かれているものはⅡ期で新たに取り組むものや強化すべ
きもの。仮説２で新しいのは CLIL Englishのみ。仮説３では大学などとの連携と対外連携と質の向上
が課題になっている。 

（２）令和３年度東桜学館中学校・高等学校 SSH事業の事業計画について 
①実施概要について 

・山科：SSH 通信 18 号を参照。サイエンス・エッジ、サイエンス・キャッスルに初参加。つくばサイエ
ンスツアーが復活した。 
②未来創造プロジェクトについて 

・（山科）Ⅱ期の研究開発として新たに始まっている事業を来年の中間ヒアリングに繋げる。今年度の未
来創造プロジェクトでは、『探究の指針』を校内で作成し、使用する。久しぶりに西表 FW が 7 月 29 日
に出発するが、積極的に応募があった。グローカルな視点という点では中学生が県内の FW に行き、高
校１年生は国際理解講演会でカシオの講演を聴く。昨年からの国際英語プレゼンテーション大会を今年
も実施するが、タイの１校が来校する。２年次から CLIL Englishが始まり、順調の様子。探究部が講
座の１つを実施する。成果の普及については西川町、まなびあテラス、県議会でのポスター展示がある。
まなびあテラスの発表は継続したい。卒業生の追跡調査も今年から実施。 

・未来創造プロジェクトの現状（紺野）：「情報」の重要性のため、総合探究 Iの時間を多く振った。Ⅱに
ついては 34のゼミがあり、先輩の研究を引き継いでいるグループも増えた。 

（３）委員による指導・助言 
・山科：事前事後のアセスメントしか評価できるものがない。テーマ設定が生徒主体にしているために、
困難もある。探究の視点を改訂したい。外部発信についてもアドバイスをお願いしたい。 

・並河：健康科学などの目的が複数の視点に繋がっているのか。 
・並河：ＳＳ自然科学基礎の内容が課題研究のテーマに反映されているか？ 
 →紺野：授業での種まきが研究テーマの設定に繋がっていないことが多いのが現状だと思う。 
・白水：ジグソー法に関して，様々な工夫を取り入れた授業作りは大切。教員が研修に積極的に参加して
欲しい。また，修学旅行の事前学習にジグソー法を活用した例などがある。 

・白水：科学的な論文の書き方やその構造を学ぶことが大切。 
・山崎：西表フィールドワークの安全対策が大切。卒業生の追跡調査について，質問事項の吟味や質問の
妥当性を検討することが必要。 

・山崎：情報発信については，新聞やテレビなどのメディアも活用して欲しい。テレビに出ることで生徒

のモチベーションも上がることがある。 
・結城：ChatGPTや生成系ＡＩについて，どのような使い方をするのか？ 
 →山科：今のところ使ってはいない。活用するときは文科省の指導方針に従う。 
・栗山：研究倫理はどこで学習するのか？ 
 →山科：SS総合探究Ⅰの第 39回目で学習する。 
 →栗山：ぜひ eラーニングなども活用して欲しい。 
・遠藤：科目の評価とＳＳＨ全体としての評価との関連について。評価の体系化（可視化）が必要。 
・遠藤：人を対象として研究することに辺り，研究倫理についての教育はどうなっているのか？ 
 →紺野：生徒が作成するアンケートについては，ＧＷに掲載するなどして，全職員の目で見ている。倫
理指導については手薄になっているのが現状。 

・安達：東根市役所のテーマも変わってきている。新しいものに更新したい。情報発信については，まな
びやなどでの展示・発表を今後も継続したい。大富中学校が東桜学館の成果発表に参加して，特に東桜
生の質問の仕方に感銘を受けていた。今後も市立中学校との交流を深めて欲しい。 

（４）その他 
  なし 
６ 連 絡 
（１）英語プレゼンテーション大会(START2023, 7.21)について 
（２）２年次生 未来創造プロジェクト中間発表会(10.12について) 
７ 閉会 
第第２２回回運運営営指指導導委委員員会会  
１．日 時：令和６年２月７日（水）12:30～13:45  ２．場 所：本校 会議室 
【進行】教育局高校教育課指導主事 瀧本悠子 
３．山形県教育委員会挨拶 （教育庁高校教育課 主任指導主事 黒沼直洋） 
４．校長挨拶       （東桜学館高等学校  校長  生島 信行） 
５．協議 
⑴令和５年度ＳＳＨ事業の研究開発実施報告書について 
⑵令和６年度ＳＳＨ事業の研究開発計画について 
⑶質疑応答・助言指導 

遠藤：課題として「目覚ましい研究成果があがっていないこと」とあるが、「目覚ましい研究成果」
とはどのようなことか。 

山科：全国大会での入賞などの成果がないことである。ＳＳＨ１期２年目にポスター発表賞を獲得
したことがあるが、それ以来全国での入賞がない。 

遠藤：研究に何を求めるのかは、研究計画の段階である程度決まるのではないか。どんな研究手法を
選ぶのかをしっかり考えていくことは重要である。これってどういうことだろうねということを
考えることを中学生のうちから繰り返して考えさせて欲しい。 

渡辺：今年度まとまった、『探究の指針』を見せていただいたが、大変すばらしいことだと感じる。
私もＳＳＨ運営指導委員を数校やらせてもらっているが、初めてである。貴校の発表会を５年ほ
ど見ているが、毎年ゼロからテーマを決めて、という研究が多い。課題研究で成果を挙げるには、
継続して５年間くらいは必要である。３年目くらいで少しずつ成果が出てくると思う。３年目か
ら５年目に発表する生徒はおいしい思いをするかもしれないが、一番深い学びができるのは、ゼ
ロからつくり上げる最初の年の生徒である。また、卒業生を活用するというのも成果を挙げるき
っかけとなる。卒業式で「来年度から本校生徒の課題研究を手伝ってくれる人いませんか」と声
をかけてみる。週１回でも２回でも、指導してくれる人を募集する。オンラインなら卒業生がど
この大学に進学しても指導できる。生徒から見たら、卒業生がロールモデルとなり目標ができる。
東北では安積高校が卒業生との連携に積極的だ。学会参加も良い。こういう世界があるのだなと
認識させることができる。 

紺野：今年度、中学生の中間発表会に本校の卒業生から大学生ＴＡで指導に来てもらった。大変良か
った。今後もっと充実させていきたい。 

安達：東根市役所では今後も『探究の視点』作成に全面的に協力したい。協力が必要な場合は連絡を
していただきたい。 

遠藤：『探究の指針』に探究のモラルの項目を盛り込んでほしい。アンケート等の被対象者に対して
説明を行い、被対象者に不利益にならないような配慮が必要であること、などを盛り込んでほし
い。 

紺野：現在はリサーチ・クエスチョン講座にて説明し、研究倫理について指導している。 
渡辺：成果発表会の開催のあり方について、現在は内部で開催をしているが、今後は外部からの参加

を募り、外に開いた形で行いコメントできる環境を築いてほしい。 
山科：成果発表会の形を今後どうするかは考慮中である。 
安達：今回は地域の中学校の参加がなかったので、市役所でも参加について検討したい。 
結城：『探究の指針』は画期的である。今後、第 2版等改定し、発展させてほしい。 
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領域 番号 リサーチクエスチョン 領域 番号 リサーチクエスチョン

1 めんこの衝突時の気流と風量のデータから反転確率を高める。 30 模擬国連を通して学んだこと〜反省と展望〜

2 廃棄物からスーパーボールを作ろう 31 明るさによる認識の違い

3 握りやすい手すりの形状について 32 五感を用いてより良い学習方法を探す

4 どのような条件・環境をプラスすると速く走れるのか 33 音楽は勉強にどのような効果をもたらすのか

5 授業の始めと終わりの椅子の音の消し方 34 消費者の興味を引く商品名の法則

6 身近な熱を直接電気に。 35 特攻隊員と私達の集団心理について

7 美しき黒板〜斜め45度の法則は正しいのか〜 36 語彙習得における画像記憶の効果

8 線香花火の色を変える 37 ドラッグストアの未来

9 小規模で海水を淡水化する最適な方法 38 視認性と誘目性の高いピクトグラムにするには

10 ダイコンの皮からCNFを取り出し、ポリ袋の代替品を作成する 39 視覚によって変わる人間の行動心理

11 クランベリーの傷付け方によってファイトアレキシンの発生量に差は生じるか 40 中学道徳の授業を活用した異文化理解のための手法〜異文化感受性モデルを用いて〜

12 中高生の無酸素運動後に疲労が軽減するストレッチやケア 41 音環境と学習効率の影響について

13 身体に害の出ないチョークについて 42 ヒット作品の共通点

14 香りによるアリの防虫に関する研究 43 男女の制服着用の自由化を進めるために

15 セイタカアワダチソウの持つ毒性について 44 アフリカとの価値の共創：国際理解深化とアート鑑賞の融合

16 そのハンカチ、本当にきれいなの？ 45 子供向け番組が視聴者に与えるジェンダー的影響

17 サハラギンアリの銀毛で夏を乗り切ろう 46 家庭料理における介護食の区分ごとの調理方法を考える

18 葉の色による光合成量の違い 47 貧血予防、免疫力増加をめざしたレシピ考案

19 土壌改良における廃チョークの有用性 48 リナワールドの入場者数を増やすには何が必要か？

20 勉強に最適な運動量 49 パッケージの工夫による売上の増加

21 私達はAIに勝つ〜人間専用暗号の開発〜 50 除雪の観点から見るコンパクトシティの妥当性　〜西川町を事例に〜

22 簡単な質問で曲の新規開拓は出来るのか？ 51 世代別による山形弁の認知度と衰退について

23 ゲームで計算力の向上を図る 52 若者の献血率と知識の関係性

24 乱数の活用法(無理数の近似値) 53 投資を通して地域の農業を活性化させるには

25 五感を使って学力アップ⤴⤴ 54 さくらんぼの霜被害を防ぐ

26 勉強BGMの有効性 55 訪問販売のパン屋を助けろ！！

27 嚥下困難者に適した食事の考案 56 MBTI性格診断の結果は変わる？〜兄弟構成と血液型〜

28 マーキングの最適な色と塗り方 57 東根市を環境負荷の小さい町にしよう

29 スクリーンなしの3Dホログラムを実現するには 58 旅行者にも働く人にも愛される観光地を目指して 〜COMTOL（コムトル）プロジェクトin蔵王〜
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資資料料５５  ルルーーブブリリッックク表表及及びびアアセセススメメンントト（（例例））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

　1.探究する力 1 2 3 4

①課題を設定する力

検証可能な課題を設定できていな
い。

課題は設定できているが、根拠や目
的が曖昧である。

課題を設定することができる。 根拠や目的を持って課題を設定する
ことができる。

②情報収集する力

先行研究や書籍・予備実験などの情
報を収集できていない。

先行研究や書籍・予備実験などの情
報が不十分なところが目立つ。

先行研究や書籍・予備実験などの情
報を収集することができる。

先行研究や書籍・予備実験などの情
報を、積極的な活動を通して収集す
ることができる。

③整理・分析する力

収集した情報や実験結果などの整
理・分析ができず、仮説検証に役立て
られていない。

収集した情報や実験結果などの整
理・分析が不十分で、仮説の検証が曖
昧な点もある。

収集した情報や実験結果などを整
理・分析することができる。

収集した情報や実験結果などを整
理・分析し、効果的に仮説の検証に用
いることができる。

④まとめ・表現する力
（プレゼンテーション力）

　2.科学的思考力

⑤身近な自然から問題を見つけ、見通しを持って
考察（実験・観察）し、課題を解決する力

検証可能な仮説設定や十分な実験が
できていない。

課題が設定できているが、その解決
に向けた仮説の設定が不十分であ
る。

課題の解決のための仮説や見通しを
設定することができる。

課題の解決のために設定した仮説や
見通し・予備実験などのの根拠が明
確である。

⑥根拠を示し論理的に説明する力

仮説を検証できない。または、結論に
達していない。

結論は得られているが、根拠が曖昧
で仮説の審議の検証が不十分であ
る。

仮説を検証できるだけの定性的な結
果が得られ、概ね論理的に結論を導
くことができる。

仮説を検証できるだけの定性的かつ
十分な結果が得られ、論理的に結論
を導くことができる。

　3.他者を理解し協働する力

⑦他者と対話し、理解する力

グループや聴衆との意見交換が不十
分であり、相手を理解するに至らな
い。

必要に応じてグループや聴衆と意見
交換を通して、相手の考えを知ること
ができる。

グループや聴衆と適切な議論を通し
て、相手の考えを理解することができ
る。

グループや聴衆と十分に議論を行
い、相手の考えを尊重し、理解するこ
とができる。

⑧仲間と力を合わせて活動する力

情報の共有ができておらず、まだ役
割分担も不十分であった。

適切に役割分担して、発表や諸活動
を行うことができているが、情報の
共有はできていない。

適切に役割分担して、発表や諸活動
を行うことができているが、情報の
共有は不十分。

グループで情報が共有できており、
適切に役割分担して、発表や諸活動
を行うことができる。

　4.未来への責任に関する態度

⑨持続可能な未来をつくろうとする態度

人類社会を持続可能にするために必
要な事柄を考えようとする気持ちが
無い。

人類社会を持続可能にするために必
要な事柄を考えようとする気持ちが
ある。

人類社会を持続可能にするために必
要な事柄を考えることができる。

人類社会の持続可能な未来について
考え、後世に伝え残すために必要な
行動ができる。

　5.地域への貢献に関する態度

➉郷土を理解し愛する気持ち

自分が暮らす郷土について、興味や
関心が無い。

自分が暮らす郷土について見聞を広
め、郷土の魅力に気づくことができ
る。

自分が暮らす郷土について見聞を広
め、郷土の魅力に気づき、愛着を持つ
ことができる。

自分が暮らす郷土について見聞を広
め、郷土の魅力を創造・発信すること
ができる。

⑪地域参画力
（地域のために役に立とうとする気持ち）

地域に貢献していこうとする気持ち
が無い。

より良い地域の将来について、前向
きに考えることができる。

より良い地域の将来を見据え、自分
が何をすべきか考えることができる。

より良い地域の将来を考え、積極的
に地域と関わる活動の創生・参加を
行うことができる。

質　　　　問 評　　価　　基　　準

以下の項目のうち、1項目達成ごとにランクアップ
・聞き取りやすい話し方であり、聴衆の反応を意識して発表できる。　・適切な時間内で発表することができる。
・発表者の意図が伝わるグラフや図表などを活用することができる。　・質問に対して適切な回答をすることができる。

資資料料６６  用用語語集集  

・CLIL…Content and Language Integrated Learning の略称で、日本語では｢内容言語統合型学習｣とも呼 
ぶ。主に内容と言語をディベートやプレゼンテーションを行いながら、協働学習を行いつつ学ぶ 
学習形態を指す。 

・RQ…Research Question の略称で、研究テーマや課題研究における｢研究課題｣を指す。 
・一貫生・高入生…前者は併設型の東桜学館中学校からの内部進学、後者は他中学校から東桜学館高校に 

進学した生徒のこと。 
・FW…フィールドワークの略称のこと。 
 

 

 ● 

２０２３年度 ＳＳＨ事業にかかわるアセスメント（生徒用） 
＊これまでの SSH の事業を振り返り、以下の質問について現在のあなたには、どのような力が身に付いて

いると思いますか。裏面の評価基準に従い① ② ③ ④で評価しマークして下さい。 

 

                   

               質        問 評 価 

1 

探究する力．  

① 課題を設定する力 

 

② 情報収集する力 

 

③ 整理・分析する力 

 

④ まとめ・表現する力（プレゼンテーション力） 
 

① ② ③ ④ 

 

① ② ③ ④ 

 

① ② ③ ④ 

 

① ② ③ ④ 

2 

科学的思考力． 

⑤身近な自然から問題を見つけ、見通しを持って考察（実験・観察）し、課題を解

決する力 

⑤ 根拠を示し論理的に説明する力 

① ② ③ ④ 

 

① ② ③ ④ 

3 

他者を理解し協働する力． 

⑦他者と対話し、理解する力 

 

⑧ 仲間と力を合わせて活動する力 

① ② ③ ④ 

 

① ② ③ ④ 

4 

未来への責任に関する態度． 

⑨ 持続可能な未来をつくろうとする態度 

 

① ② ③ ④ 

５ 

地域への貢献に関する態度． 

➉ 郷土を理解し愛する気持ち 

 

⑪ 地域参画力（地域のために役立とうとする気持ち） 

① ② ③ ④ 

 

① ② ③ ④ 

６ 

科学技術系人材育成． 

⑫科学技術について理解を深め、興味・関心を育てるために本校のＳＳＨ事業は

有効であると思いますか。 

（ ①全く有効ではない ②あまり有効ではない ③有効 ④大変有効 ） 

 

① ② ③ ④ 
 

7 

SSHの取り組みについて良かったことや大変だったことを、自由に書いて下さい． 

 

 

 

 

● ● 

①ほとんど身に付いていない  ②あまり身に付いていない  ③身に付いている  ④十分に身に付いている 
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